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柔
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表

　

（
上
）

中
古
蒙
古
史
の
編
年
史
的
整
理
句
意
圖
を
か
ね
て
ｌ
ｌ

内

　
　

田

　
　

吟

　
　

風

　

蒙
古
史
上
、
西
暦
第
五
・
六
世
紀
が
、
柔
然
（
嬬
嬬
・
丙
方
・
荷
茄
）
民
族
支
配
０
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
今
更
云
ふ
迄
も
無

い
。
而
し
て
営
時
の
蒙
古
の
歴
史
は
、
魏
書
嬬
嬬
高
車
傅
に
採
っ
て
略
よ
之
を
窺
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
然
し
該
傅
は
其
叙
述
に
営

　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

♂
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

っ
て
往
々
精
確
な
る
年
時
を
記
し
て
居
ら
ぬ
場
合
が
斟
く
た
い
。
又
歴
史
事
件
の
顛
末
に
開
し
詳
密
な
ら
ざ
る
勁
も
一
二
に
止
ま
ら

ぬ
。
又
柔
然
族
自
醒
の
事
件
で
あ
っ
て
も
之
が
例
へ
ば
西
域
地
方
０
事
に
係
る
場
合
は
之
を
西
域
傅
に
譲
っ
て
１
　
く
鯛
れ
て
ゐ
な
い

場
合
も
あ
っ
て
、
該
傅
？

な
い
。
従
っ
て
吾
々
は
更
に
魏
書
・
北
史
の
紀
傅
志
の
各
部
、
或
は
南
斉
１
　
・
梁
書
の
西
丙
傅
其
他
多
数
の
古
史
料
に
つ
い
て
之
が

考
察
を
要
す
る
こ
と
は
論
を
僕
た
ぬ
。
こ
れ
茲
に
柔
然
族
に
開
す
る
諸
記
録
を
探
輯
網
羅
し
て
、
後
魏
柔
然
表
を
た
せ
る
所
以
で
あ

る
。
勿
論
そ
の
史
料
が
總
て
支
那
史
料
で
あ
る
開
係
上
、
題
名
に
も
示
し
た
如
く
其
れ
は
後
魏
と
柔
然
の
交
渉
史
が
中
心
と
な
る
も

の
で
あ
る
が
ヽ
然
し
一
面
、
直
接
柔
然
族
に
開
係
無
き
も
営
時
蒙
古
の
地
に
腿
生
せ
る
諸
歴
史
事
件
に
開
し
て
も
、
努
め
て
之
を
声

載
し
、
以
て
従
来
未
だ
必
ず
し
も
充
分
に
開
拓
さ
れ
た
と
は
謂
ひ
得
な
い
中
古
蒙
古
史
ｏ
編
年
史
的
整
理
と
も
い
ふ
べ
き
こ
と
に
置
―

す
る
處
あ
り
度
い
と
念
願
し
た
。

　

而
し
て
、
柔
然
民
族
の
源
流
・
名
稀
・
習
俗
等
々
に
至
っ
て
は
近
く
印
刷
に
附
せ
ら
る
ｘ
像
定
で
あ
る
「
柔
然
族
史
序
説
」
な
る
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一
小
篇
に
於
て
若
干
の
唯
兄
を
陳
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
本
篇
と
併
讃
せ
ら
る
Ｘ
を
得
ば
幸
甚
で
あ
る
。

　
　

付
、
本
篇
加
筆
を
天
興
五
年
に
起
し
包
の
は
、
共
以
前
に
於
け
る
柔
然
族
の
勃
興
過
程
Ｕ
つ
い
て
は
既
に
上
述
「
柔
然
族
史
序
詮
」
に
於
て
述
べ

　

た
か
ら
に
外
な
ら
ぬ
。
又
、
中
古
蒙
古
史
の
編
年
史
的
整
理
と
い
ふ
立
場
の
上
か
ら
、
高
車
・
契
丹
・
庫
莫
笑
等
の
諸
族
の
歴
史
的
事
件
も
成
る
可

　

ぐ
詳
細
に
之
を
附
記
す
る
様
に
っ
と
め
仁
が
、
然
し
吐
谷
庫
氏
光
乃
至
所
謂
五
胡
僣
認
諸
閥
の
閥
内
事
件
等
に
つ
い
て
は
殆
ど
之
を
除
外
し
だ
。

　
　

又
、
本
文
中
に
於
け
る
常
時
の
蒙
古
内
諸
地
名
の
比
定
に
つ
い
て
は
、
既
に
丁
謙
氏
の
「
魏
書
外
固
持
補
地
理
放
謐
」
白
鳥
川
吉
博
士
「
弱
水
考
」

等
に
於
て
既
に
明
瞭
に
さ
れ
仁
も
の
が
舒
く
な
く
、
又
卑
見
を
加
へ
得
仁
も
の
も
若
干
あ
る
が
、
之
等
は
記
事
了
解
の
上
重
要
と
思
は
れ
る
も
の
ｓ

外
は
本
文
中
に
一
々
註
記
せ
す
、
篇
末
に
一
括
列
車
し
て
參
照
の
便
に
供
し
た
。

　

付
又
柔
然
と
魏
と
の
欄
を
別
に
し
な
か
っ
た
こ
と
、
或
は
又
文
中
、
魏
帝
魏
塞
と
云
ふ
べ
き
を
度
々
草
に
帝
・
塞
と
栴
し
‐
こ
と
、
北
方
防
禦
と

関
係
あ
り
と
思
は
る
ｓ
魏
帝
の
頻
繁
な
る
漠
南
陰
阻
巡
狩
等
を
収
録
し
な
か
っ
た
こ
と
、
等
は
す
べ
て
仝
く
印
刷
の
便
利
を
考
慮
し
て
の
こ
と
に
過

ぎ
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

″
北
酉
魏
収
原
著
の
魏
書
該
傅
は
夙
に
亡
訣
し
て
、
現
行
本
加
書
該
傅
は
北
史
嬬
嬬
高
車
傅
に
採
っ
て
屈
っ
仁
も
の
で
あ
る
が
〔
拙
稿
「
魏
書
の
成

立
に
つ
い
て
」
（
東
洋
史
研
究
二
の
六
）
參
照
〕
、
犯
則
者
間
に
は
若
干
の
差
異
炉
あ
る
。
本
篇
で
は
便
宜
上
魏
書
の
そ
れ
を
用
ひ
特
に
北
史
の
そ
れ

と
注
意
す
べ
き
異
同
あ
る
所
は
特
記
す
る
こ
と
と
し
。
仁
。
狐
書
中
他
の
諸
紀
傅
に
つ
い
て
も
同
断
で
あ
る
。

北
魏
天
興
五
年
（
柔
然
丘
豆
伐
可
汗
靴
嗇
即
位
元
年
・
匹
Ｏ
Ｊ
）

　

十
二
月
、
柔
然
丘
豆
伐
可
汗
赴
岩
丿
後
魏
道
武
帝
が
後
楽
姚

興
を
撃
つ
と
聞
き
、
塞
を
犯
し
、
參
合
肢
に
入
り
、
南
、
善
無

に
至
る
。
道
武
、
常
山
王
遵
を
遣
し
、
萬
騎
を
以
て
之
を
追
は

し
む
。
及
ば
す
し
て
還
る
。
心
四
鵬
ｔ
『
作
゛

″
北
史
嬬
嬬
傅
が
豆
伐
に
作
る
は
錯
簡
と
思
は
れ
る
。
魏
１
　
博
に
「
丘

豆
伐
、
狙
魏
言
駕
駄
開
張
也
」
と
記
し
、
白
鳥
庫
吉
博
士
（
東
胡
民

族
考
第
十
）
は
丘
豆
を
蒙
古
語
否
ｉ
（
指
揮
す
、
處
理
す
）
、
伐
を

一
)
ａ
ｄ
ａ
r
ａ
（
開
張
す
、
接
大
す
）
の
碧
譚
と
な
し
、
藤
田
曼
八
博
士
（
嬬

嬬
の
閥
琥
及
び
可
汗
銃
に
つ
き
て
）
は
丘
豆
伐
を
以
て

　

k
i
i
t
ｅ
ｌ
ｈ
ｕ
ｒ
i
　

（
手
綱
・
統
制
）
に
比
定
せ
り
。
恟
、
祀
畳
が
丘
豆
伐
可
汗
を
将
し
仁

の
が
天
興
五
年
な
る
こ
と
は
「
柔
然
族
史
序
説
」
に
叙
述
せ
り
。

″
″
此
年
五
月
、
北
魏
・
後
秦
の
間
に
戦
闘
開
始
さ
れ
、
道
武
は
自

ら
軍
を
半
ゐ
て
扮
東
柴
壁
に
秦
軍
を
破
り
、
ま
さ
に
蒲
坂
に
進
攻
せ

ん
と
し
仁
が
、
會
ζ
柔
然
、
魏
を
伐
つ
を
謀
る
と
聞
き
、
軍
を
班

し
、
十
二
月
雲
中
に
還
る
。
果
し
て
同
月
祀
畳
の
入
寇
が
あ
つ
仁
わ

52-



2お

　

け
て
あ
る
。
〔
北
史
魏
書
本
紀
莞
姚
傅
・
通
鑑
晋
紀
１
　
四
・
晋
書
後

　

秦
載
記
〕
。
此
の
祀
脊
の
入
寇
が
後
秦
救
援
の
篤
に
北
魏
の
北
東
面
を

　

衝
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
富
時
に
於
け
。
る
批
器
と
姚
興
と
の
友
好

　

関
係
よ
り
、
容
易
に
推
察
せ
ら
れ
る
〔
拙
稿
「
柔
然
族
史
序
説
」
參

　

照
〕
。

　

。
兼
兼
以
下
魏
書
北
史
の
本
紀
・
嬬
嬬
傅
に
依
採
せ
る
場
合
は
、
多

　

く
は
一
々
之
を
註
記
せ
ぬ
こ
と
と
す
る
、
又
以
下
草
に
何
紀
・
何
傅

　

と
せ
る
の
は
す
べ
て
魏
書
の
そ
れ
で
あ
る
。

天
興
六
年
＾
趾
畳

　

二
年
‘
　
　
一
　
　
〇
゛

　

１
　
月
、
北
魏
道
武
帝
、
聘
軍
伊
謂
に
詔
し
騎
二
萬
を
帥
ゐ
て

高
車
０
飴
影
を
襲
は
し

烏
頻
部
を
破
る
・
づ
匹

志傅む
・
十
一
月
、
．
伊
謂
、
高
車
の
袁
紘
・

一

″
高
車
諸
部
は
前
に
登
國
四
、
五
年
、
天
興
二
年
道
武
の
大
破
す
る

と
こ
ろ
、
叉
去
年
天
興
五
年
に
は
柔
然
紅
梅
の
多
く
攻
併
す
る
と
こ

ろ
と
な
つ
て
ゐ
'
"
ｓ
ｒ
。

天
賜
元
年
＾
祀
脊
゛
三
年
’
四
〇
゛

　

四
月
、
赳
脊
０
従
弟
悦
代
・
大
那
等
、
祀
脊
を
殺
し
て
大
那

を
立
て
ん
と
謀
り
て
事
狸
受
、
北
魏
に
奔
る
。
北
魏
、
大
那
を

以
て
冠
軍
将
軍
西
９
　
侯
と
篤
し
、
悦
代
を
越
騎
校
尉
１
　
陽
子
と

篤
す
。

　

○
是
歳
、
燕
帝
慕
容
煕
・
北
・
契
丹
を
襲
ひ
、
大
に
之
を
破

ｓ
・
瓢

″
魏
書
太
郎
紀
、
代
を
伐
に
作
る
。
今
魏
書
・
北
史
申
嬬
嬬
傅
及
び

通
鑑
晋
紀
借
五
、
代
と
な
す
に
従
ふ
。

″
″
崔
浩
は
富
時
「
嬬
嬬
子
弟
来
降
、
貴
者
倚
公
主
、
賤
者
着
軍
大

夫
、
居
涵
列
朝
」
と
謂
つ
仁
炉
、
間
大
肥
・
間
眺
等
の
傅
に
は
、
其

賞
例
数
多
く
見
出
さ
れ
る
。
間
晩
の
妹
の
如
き
は
文
成
帝
の
母
で
吻

り
、
景
穆
恭
皇
后
と
逍
尊
さ
れ
て
ゐ
る
。
魏
が
柔
然
に
對
し
て
武
力

對
抗
を
な
す
一
方
、
大
い
に
其
懐
柔
に
も
意
を
用
ゐ
て
ゐ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

天
賜
三
年
＾
赴
帯

　

五
年
乱
Ｉ
○
゛

夏
四
月
、
祀
音
、
魏
逡
を
侵
す
。
夜
魏
、
兵
を
召
集
せ
し

も
、
日
】
に
及
び
柔
然
軍
去
り
し
゛
を
昔
や
む
・
四
丿
監
Ｊ

　

Ｏ
是
歳
、
燕
帝
慕
容
煕
、
符
后
と
契
丹
を
襲
ふ
。
共
衆
盛
を

憚
り
果
さ
す
し
て
還
る
。
２
１

天
賜
四
年
＾
計
脊

　

六
年
‘
Ｊ
Ｏ
゛

祗
帯
、
馬
八
千
匹
を
秦
姚
興
に

公
詔
勃
拍
訟
賢
に
畔
昌
に
擁

″
晋
書
載
記
に
河
西
鮮
卑
杜

千
傅
の
記
事
に
よ
り
て
明
か
で
あ
る
。

は
此
時
、
秦
が
魏
と
和
せ
る
を
忿
り
て
此
行
を
な
～

倚
、
・
載
記
は
此
事
件
を
晋
の
義
煕
二
年
印
も
乃

亀

53-

で器

　

互興
あと

　

辿に
八

　

振

　

献

賀ａ

　

し犬

秋社

　

て

　

、、
千器

　

之

　

秦

傅の

　　　

○

に誤

　

1;安

よ

　

な

　　

゛^

　

北
川㈲
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2あ

る
が
前
後
の
事
帖
よ
り
見
て
、
是
は
勃
勃
が
秦
に
叛
い
て
大
夏
天
王

大
単
干
を
揖
し
ぢ
天
賜
四
年
の
事
と
す
べ
き
で
あ
る
。
通
鑑
亦
四
年

と
な
し
て
ゐ
る
。

永
興
元
年
＾
祀
帯

　

八
年
’
Ｊ
Ｏ
゛

　

十
二
月
、
柔
然
魏
逡
を
侵
す
。

永
興
二
年
（
註
斑

　

゜
九
年
・
藷
苦
蓋
可
汗
斟
律

　

元
子
Ｊ
・
）

　

春
正
月
、
魏
の
南
平
公
長
孫
嵩
等
兵
を
将
ゐ
て
、
柔
然
を
伐

っ
。
五
月
、
長
孫
嵩
等
漠
に
至
り
て
還
る
。
柔
然
追
ひ
て
之
を

牛
川
に
圖
み
、
明
元
帝
、
衆
を
率
ゐ
之
を
救
ふ
。
紅
帯
。
聞
き

て
遁
走
、
道
に
死
す
。
其
子
度
抜
、
幼
。
部
衆
、
飲
斑
の
弟
鮒

律
を
立
つ
。
薗
苦
蓋
可
汗
と
琥
し
Ｊ
北
賀
術
也
骨
國
を
併
し
、

東
讐
暦
辰
ぷ
)
Ｖ
'
破
Ｋ
>
二

Ｊ
計

　

″
魏
言
・
灸
質
美
好
也
（
侍
）
。
白
鳥
博
士
（
上
掲
書
）
は
蒙
古
語

　

ｄ
ｊ
ａ
ｎ
ｇ
（
風
習
性
質
資
質
）
の
原
形
古
昔
を
ｙ
ａ
ｋ
　
｡
　
ｙ
ａ
ｇ

　

と
識
し
、

　

蕩
苦
は
之
が
昔
譚
と
考
へ
、
荼
は
ｆ
ｆ
ｏ
w
ａ
（
美
好
）
の
吾
詳
と
し
だ
。

　

藤
田
博
士
（
上
掲
書
）
は
之
を
ｕ
ｋ
ｋ
ａ
ｇ
ａ
ｎ
.
　
ｕ
ｋ
ｈ
ａ
ｇ
ａ
（
智
慧
・
聡
明
）

　

に
比
定
せ
り
。

　

″
″
骨
國
と
は
、
梁
書
・
南
史
に
「
元
魏
之
居
桑
乾
也
、
滑
柵
小
國

　

腸
苛
苛
（
柔
然
）
」
と
見
ゆ
る
處
の
滑
卯
も
囁
唾
（
エ
フ
タ
ル
）
の
こ

　

と
で
あ
ら
う
ｏ

永
興
三
年
＾
解
律

　

二
年
･
ｆ
）

　

柔
然
可
汗
解
律
、
遣
使
、
馬
三
千
匹
を
北
燕
馮
皺
ｒ
ｒ

践
０
女
楽
浪
公
主
を
娶
ら
ん
こ
と
を
求
む
。
乃
ち
践
、
公
主
を

以
ｔ
之
に
軋
か
晋
瞎

　
　
　
　
　
　

‘

　
　

戯
作

　

Ｏ
庫
莫
裳
虞
出
庫
具
三
千
段
落
を
亭
ゐ
て
北
燕
に
交
市
を
請

ひ
馬
千
匹
を
献
す
。
燕
之
を
許
し
、
之
を
管
邱
に
お
く
。

Ｊ

　

十
二
月
、
解
律
の
宗
人
世
侯
、
咄
魁
干
等
数
百
人
魏
に
降
る
。

餅
律
、
自
守
し
以
後
数
年
魏
を
侵
さ
す
。

　

″
や
書
戯
記
は
揉
喧
勇
鮮
律
と
書
す
。
之
が
柔
然
可
汗
餅
律
な
る
は

　

論
す
る
迄
も
な
い
。
（
通
鑑
亦
柔
然
可
汗
解
律
と
な
し
、
是
年
の
七
月

　

に
こ
の
事
件
を
繋
け
て
ゐ
る
。
）

　

勇
は
常
時
北
族
一
般
の
部
酋
婢
莫

　

弗
（
バ
ガ
ッ
ー
ル
呪
者
）
の
意
詳
で
、
肘
律
は
北
燕
に
對
し
可
汗
銃

　

を
避
け
て
莫
弗
と
云
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
。

　

＊
　
＊
　
ｓ
ｒ
ｓ
は
此
求
婚
を
群
臣
に
議
せ
し
め
、
異
論
あ
つ
北
が
、
逡
に

　

其
遊
撃
秦
都
を
し
て
騎
二
千
を
率
ゐ
で
公
主
を
鐙
つ
だ
。
以
て
柔
然

　

の
北
方
渚
國
間
に
重
ん
ぜ
ら
れ
ゐ
仁
こ
と
を
知
る
。

　

″
’
″
北
史
嬬
嬬
絡
は
咄
触
千
等
百
敷
十
人
に
作
り
、
魏
書
本
紀
は

　

吐
触
于
等
百
余
人
に
作
る
。
今
、
銀
に
魏
書
嬬
嬬
傅
に
従
ふ
。

　

’

紳
瑞
元
年
＾
鮮
律

　

五
年
゜
牟
汗
屹
升
蓋
可
汗
大
檀
元
年
臨
一
丁

　

触
律
、
女
を
も
っ
て
北
燕
の
お
践
に
嫁
せ
し
め
ん
と
す
。
鮮

律
０
長
兄
の
子
、
歩
鹿
翼
、
柔
然
の
大
臣
樹
黎
・
勿
地
延
等
に

詐
り
告
げ
て
日
く
「
餅
律
、
汝
黎
等
の
女
を
膝
と
し
て
燕
に
逍

４－-



ら
ん
と
欲
す
、
」
と
。
黎
等
恐
れ
て
遂
に
勇
士
を
し
て
夜
、
解
律

　
　

ふ
。
大
雪
に
遇
ひ
、
士
卒
凍
死
、
指
を
堕
す
も
の
十
に
二
三
。

の
寫
廬
０
傍
に
心
さ
し
め
、
出
づ
る
を
伺
ひ
て
、
之
を
執
へ
、

　
　

四
匹
郎

女
と
共
に
燕
に
逍
る
。
餅
律
、
燕
都
和
龍
に
至
る
。
馮
践
封
じ

　
　
　

○
是
歳
前
後
ゝ
契
丹
・
庫
英
矣
諸
部
頗
る
北
燕
馮
氏
に
降
附

て
上

す
。

い
侯
と
篤
し
ヽ
四
嬬
客
鎗
を
以
。
て
遇
し
ヽ
女
を
昭
儀
と

　

す
゜
い
乙
或
、
之
等
大
人
を
署
し
て
錨
善
王
と
な
す
。
悶
悶

記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
　
ｓ
律
の
放
逐
に
就
て
、
載
記
は
「
縁
嬬
触
律
狐
其
弟
大
但
所
組
、

　
　
　

樹
黎
、
歩
鹿
具
を
立
て
Ｘ
可
汗
と
し
、
自
ら
之
が
相
と
た
る
。

　
　

後
、
歩
鹿
箕
ヽ
祀
帯
の
子
社
抜
と
共
に
大
人
（
作
）
叱
洛
侯
な
Ｋ
>

　
　

者
矣
に
雫
ヽ
其
小
妻
在
工
は
鴎
雛
鸚
訪
印

　
　

高
車
渠
帥
に
叛
し
て
祀
畳
と
通
じ
、
之
を
導
き
て
・
ヽ
妻
、
歩
鹿

　
　

高
車
諸
部
を
破
り
、
其
功
を
以
て
大
人
と
な
る

　

）
。
弓
｀
‐

　
　

／

　

真

　
　

に
告
げ
て
曰
く
、
「
叱
洛
侯
、
大
檀
を
奉
じ
て
主
と
錫
さ
ん
と

　
　

謀
る
」
と
。
歩
鹿
其
、
之
を
聞
き
’
錨
り
て
八
千
騎
を
襲
し
、

　
　

叱
洛
侯
を
園
む
。
叱
洛
侯
其
珍
賓
を
焚
き
、
自
刎
し
て
死
す
。

　
　

歩
鹿
箕
又
兵
を
引
『
い
て
大
檀
を
襲
ふ
。
大
檀
逆
撃
、
歩
鹿
員
及

　
　

吐
抜
を
執
へ
て
之
を
殺
し
乃
ち
自
立
す
。

　
　
　

大
檀
は
社
帯
の
ヲ
立
僕
渾
の
子
、
先
に
別
部
を
統
し
て
柔
然

　
　

の
西
界
に
鎖
し
、
素
よ
り
衆
心
を
得
た
り
。
立
ち
て
牟
汗
紺
升

　
　

蕃
可
汗
と
彼
す
。

　
　
　

秋
八
月
魏
、
謁
者
愧
力
延
を
遣
し
て
柔
然
を
撫
慰
す
。
十
二

７

　

月
、
可
汗
大
檀
衆
を
率
ゐ
て
南
徒
、
魏
塞
を
侵
す
。
明
元
帝
之

認

　

を
親
討
ヽ
大
檀
遁
走
す
。
帝
、
山
陽
侯
矣
斤
を
遣
し
て
之
を
追

寝
室
奔
趾
」
と
記
し
て
ゐ
る
が
、
大
但
（
大
檀
）
を
触
律
の
弟
と
す

る
は
従
弟
の
誤
で
あ
り
、
叉
大
檀
が
直
接
触
律
を
逐
ふ
た
と
す
る
の

も
誤
と
考
へ
ら
れ
る
。
若
し
大
檀
が
直
接
触
律
を
放
逐
せ
る
も
の
な

ら
ば
、
其
４
（
泰
常
元
年
）
解
律
が
僅
の
兵
を
率
ゐ
て
鮮
國
せ
ん
こ

と
を
馮
趾
に
請
ふ
わ
封
は
な
い
。
恐
ら
く
触
律
は
自
分
を
逐
う
た
歩

鹿
員
が
大
檀
の
手
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
こ
と
を
聞
い
て
帰
國
を
思
ひ

立
つ
記
の
で
あ
ら
う
。

兼
帯
傅
に
曰
く
「
制
勝
也
」
｀
と
。
藤
田
博
士
（
上
褐
書
）
は
牟
汗
乾

は
、
ヨ
ｕ
ｋ
ｉ
ｉ
ｇ
ｅ
.
　
ｍ
ｏ
ｋ
ｈ
ｏ
ｇ
ｂ
ａ
（
全
勝
す
る
こ
と
・
絶
滅
す
る
こ
と
）
、

升
蓋
は
、
…
好
み
な
る
意
を
附
す
る
接
尾
語
ｓ
ｅ
ｋ
.
　
ｓ
ａ
ｋ
と
見
倣
せ

り
。
印
ち
「
完
勝
を
好
む
の
人
」
の
意
と
な
せ
り
。

祁
瑞
二
年
＾
大
檀

　

二
年
’
四
ご

　

○
三
月
、
河
西
０
饌
胡
ド
上
官
に
屯
聚
し
白
亜
栗
斯
を
盟
主

と
し
、
魏
に
叛
す
。
自
ら
軍
干
と
胱
し
建
９
　
元
年
と
稀
す
。
司

馬
順
宰
之
が
謀
主
た
り
。
四
月
、
魏
将
公
孫
表
等
五
将
之
を
討

っ
て
克
た
す
。
衆
、
栗
斯
を
慶
し
、
劉
裁
を
立
て
率
善
王
と
戟
’
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天
象
志
二
・
叔
孫
建
憾
、

す
檻
徴
志
上
゜
崔
玄
伯
傅
ゝ

　

魏
、
霜
旱
、
盾
に
混
郡
せ
ん
と
０
議
あ
り
。
博
士
祭
酒
崔
浩

等
。
巡
鄙
せ
ば
夏
聊
丿

　

柔
然
必
ず
提
琴
し
て
北
境
を
侵
す
べ

し
等
０
事
を
論
じ
、
辺
鄙
の
議
や
む
囃
紗
紹

泰
常
元
年
＾
大
睨

　

三
年

　

Ｊ
ご

　

○
九
月
、
魏
の
前
井
州
刺
史
叔
孫
建
等
、
叛
胡
劉
虎
等
を
征

Ｌ
ヽ
斬
首
萬
除
級
ヽ
碍
十
萬
節
口
ヽ
之
を
乎
定
す
淡
竹

　

柔
然
前
可
汗
鮒
律
、
燕
王
馮
践
に
塞
北
に
還
ら
ん
こ
と
を
請

ふ
心
一
匹
皿
匹
。
践
曰
く
「
棄
國
萬
里
ヽ
又
内
座
す
る
も
の
無

し
、
若
し
強
兵
を
以
て
相
這
ら
ば
、
。
糧
運
憐
ぎ
難
し
、
叉
兵
少

け
れ
ば
勢
固
き
能
は
す
。
且
つ
千
里
國
を
襲
今
古
人
難
し
と

篤
す
、
況
や
数
千
里
を
や
」
と
。
解
律
固
請
し
て
曰
く
「
大
衆

を
煩
さ
す
、
順
く
は
騎
三
百
を
給
せ
ら
る
れ
ば
足
ら
ん
。
勅
勒

０
國
に
達
す
る
ぞ
得
ば
、
民
必
ず
欣
び
来
り
迎
へ
ん
」
と
。
乃

よ
点
レ
ヽ
で
蒜
鄙
回
峠
幄
萬
陵
麗
芒
ヽ
騎

三
百
を
察
ゐ
て
之
を
逍
ら
し
む
。
陵
、
遠
役
を
憚
り
黒
山
に
至

り
鮮
律
を
殺
し
て
還
る
ｍ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓
。
μ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い

　

魏
の
部
将
闘
大
肥
、
禁
兵
を
領
し
て
柔
然
を
撃
ち
、
其
大
将

莫
孤
渾
を
獲
数
。

　

≪
勅
勒
は
印
も
高
車
で
・
あ
る
〔
魏
書
高
車
傅
〕
。
茲
で
は
恐
ら
よ
傭
然

　
　

に
服
陽
し
て
ゐ
仁
其
部
族
を
指
し
尤
も
の
で
あ
ら
う
。

　
　

″
″
截
記
は
此
事
件
の
年
時
を
明
記
し
て
ゐ
な
い
。
通
鑑
は
是
を
斟

　
　

律
の
放
逐
と
同
年
な
る
紳
瑞
元
年
に
繁
け
て
ゐ
る
が
、
今
は
屠
本
十

　
　

六
國
春
秋
及
び
湯
球
氏
同
斡
本
の
繁
年
に
従
つ
仁
。
柔
然
の
中
心
地

　
　

仁
亘
朕
北
オ
ル
ホ
ン
河
畔
と
燕
都
和
龍
〔
熱
河
朝
陽
〕
と
の
距
離
に

　
　

徴
す
る
も
之
を
紳
瑞
元
年
に
置
く
の
は
妥
常
で
な
い
。

　
　

″
”
闘
大
肥
、
本
柔
然
人
、
太
組
の
時
宗
族
を
串
ゐ
て
降
り
、
華

　
　

陰
公
主
に
向
す
。
こ
の
出
撃
、
傅
に
泰
常
初
と
あ
り
、
今
、
元
年
に

　
　

繁
く
。

泰
常
二
年
＾
大
檀

　

四
年
・
Ｊ
ご

　

可
汗
大
檀
、
北
燕
に
使
を
遣
し
、
馬
三
千
匹
、
羊
萬
口
を
献

。
゛
載

す
記

　

＊
載
記
は
此
事
件
の
年
時
を
明
記
せ
す
。
今
、
暦
本
十
六
國
春
秋
及

　

湯
球
氏
同
春
秋
輯
本
の
繋
年
に
従
ふ
。

　
　
　
　
　
　

～

泰
常
三
年
（
大
檀

　

五
年
・
四
一
）

　

春
正
月
、
魏
の
高
車
中
郎
将
節
繁
、
高
車
丁
零
十
二
部
大
人

皿
の
衆
を
率
ゐ
７
北
征
、
弱
水
に
沁
に
至
心
。
降
者
二
千
餓

人
、
牛
馬
二
萬
節
頭
を
獲

　

″
此
の
征
行
が
何
族
を
計
て
る
も
の
か
は
明
か
で
な
い
。

泰
常
八
年
（
大
睨

　

十
年

　

丿
⊇

　

正
月
、
柔
然
い
魏
過
に
寇
す
。
二
月
、
魏
長
城
ｙ
長
川
の
南

56-
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に
。
築
く
。
赤
城
よ
り
、
西
、
五
原
に
至
る
。
延
菱
二
千
緑
里
、

戌
卒
を
備
置
し
以
て
柔
然
に
＊
ふ
叔
Ｊ
。

　

夏
四
月
、
北
涼
皿
皿
の
晋
昌
太
守
唐
契
、
弟
和
・
甥
李
賓
等

を
亭
ゐ
て
伊
吾
皿
四
に
奔
り
、
西
涼
李
氏
０
遺
民
を
招
集
す
。

　
　
　
　
　
　

ｎ
ｒ
ｆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

驀
驀

肺
附
す
る
も
の
二
千
徐
家
‘
遂
に
柔
然
に
臣
属
す
。
柔
然
、
契

を
伊
吾
王
と
し
、
八
月
河
西
皿
球
を
攻
め
、
氾
渠
蒙
遜
の
世
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
1
4

　
　
　
　
　
　
　
　

S

雅
管
旱
・
顛
詰
辰
難
‰

　

十
一
月
、
魏
の
明
元
帝
姐
す
。
大
檀
聞
き
て
大
い
に
喜
ぶ
。

　

是
頃
烏
孫
、
柔
然
の
た
め
に
逐
は
れ
て
葱
嶺
山
中
に
徒
る
。

又
西
域
悦
般
國
、
柔
然
と
好
を
結
び
、
其
王
、
衆
敬
千
人
を
率

ゐ
て
’
柔
然
國
に
入
り
、
大
檀
と
面
見
せ
ん
と
す
。
途
次
、
柔
然

９
民
が
衣
を
涜
せ
す
髪
を
絆
せ
す
手
を
洗
は
す
、
婦
女
器
物
を

舌
砥
す
る
を
見
る
。
王
其
従
臣
に
謂
っ
て
曰
く
「
汝
等
我
£
誰

い
て
此
の
狗
國
中
に
入
ら
し
む
」
と
。
乃
ち
馳
還
す
。
大
檀
遣

騎
、
之
を
追
ふ
て
及
ば
す
、
是
よ
り
相
仇
卿
、
屡
々
、
相
征
討

　
　

西
域

す
傅

　

丿
漠
北
に
。
興
り
沙
漠
を
家
と
し
た
北
魏
拓
跳
氏
獄
今
や
長
城
を
築
い

　

て
塞
北
大
債
の
地
を
棄
て
、
柔
然
の
跳
梁
に
委
ぬ
る
に
至
っ
た
。
爾

　

後
北
魏
は
屡
u
柔
然
を
討
つ
包
が
、
之
は
其
南
侵
を
懲
さ
人
篤
て
蒙

　

古
地
方
を
版
圖
に
復
さ
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
仁
。
北
魏
の
支

　

那
的
國
家
差
制
完
成
に
於
て
此
の
長
城
築
造
は
一
重
要
事
件
た
る
を

　

失
は
ぬ
。

　

＊
　
＊
　
ｍ
渠
氏
は
西
涼
李
氏
を
亡
し
、
西
域
地
方
に
勢
力
を
延
し
逞
に

　

西
域
三
十
六
國
は
阻
渠
蒙
遜
に
臣
得
し
て
朝
貢
す
る
に
至
っ
仁
が
、

　

其
晋
昌
太
守
唐
契
は
前
年
十
二
月
、
氾
渠
氏
に
叛
し
た
。
然
し
氾
渠

　

氏
の
軍
に
敗
れ
た
認
、
逞
に
此
年
伊
吾
に
逃
れ
た
の
で
あ
る

　

柔
然

　

の
西
境
は
祀
慢
一
時
よ
り
焉
考
の
北
に
及
ん
だ
。
印
ち
天
山
の
北
な

　

る
準
鳴
爾
地
方
は
早
く
よ
ｈ
’
其
勢
力
範
関
で
あ
っ
た
譚
で
あ
る
が
、

　

更
に
漸
ぐ
此
頃
よ
り
其
勢
力
は
天
山
南
路
に
及
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
と

始
光
元
年
＾
大
檀
十
。
一
年
゜
四
ご

　

秋
八
月
、
大
檀
六
萬
騎
を
牢
ゐ
て
雲
中
に
入
り
、
吏
民
を
殺

掠
し
盛
業
宮
を
攻
陥
す
。
魏
の
太
武
帝
親
ら
軽
騎
を
率
ゐ
て
之

を
討
ち
、
三
日
二
夜
に
し
て
雲
中
に
至
る
。
柔
然
騎
、
世
祗
を

園
む
こ
と
五
１
　
餓
重
、
騎
馬
首
に
」
遇
り
相
次
す
る
こ
と
堵
の
如

し
。
魏
の
士
卒
大
い
に
曜
る
、
帝
顔
色
自
若
、
衆
情
乃
ち
安

す
。
魏
０
軍
士
、
大
檀
の
別
部
帥
於
捗
斤
を
射
殺
す
。
大
檀
恐

れ
て
去
る
。
於
陸
斤
は
さ
き
に
１
　
桁
と
國
を
乎
ひ
て
魏
に

　
　
　

系

　
　
　
　
　

降
れ
る
大
那
の
子
。
〔
天
賜
元
年
の
條
參
昭
’
〕
魏
将
長
云

翰
・
蔚
脊
等
參
合
陵
よ
り
北
進
し
祚
山
に
柔
然
別
帥
阿
伏
千
を

撃
ち
歌
則
油
に
柔
然
別
帥
硬
度
の
弟
庫
仁
を
撃
ち
、
更
に
北
し

て
柔
然
別
帥
莫
孤
が
高
車
騎
五
千
乗
を
率
ゐ
逆
撃
す
る
を
撃
っ

て
之
を
破
る
。
斬
首
数
千
級
。
獲
馬
萬
鈴
匹
。
匹
絲
作

.57一 一



2卯

　

魏
帝
、
恂
書
令
劉
潔
が
「
太
棹
前
敗
を
濯
れ
ず
必
す
復
だ
来

ら
ん
、
敗
田
詑
る
０
後
、
沢
畢
征
討
す
べ
し
」
と
の
言
を
然
り

と
し
、
九
月
大
い
に
兵
を
東
郊
に
治
し
、
五
萬
騎
を
諸
軍
に
分

編
し
、
北
討
の
準
備
を
な
す
。
４
　
二
月
魏
の
子
陽
王
長
孫
翰

東
９
　
公
蛾
清
等
長
川
に
出
で
ｘ
大
厦
を
撃
ち
、
魏
帝
自
ら
祚
山

に
屯
す
。
大
厦
北
走
、
魏
軍
追
撃
大
獲
し
て
還
る
鰻
詔
‰

　
　

・
本
紀
に
は
「
旛
陽
子
尉
普
文
半
帽
騎
討
之
」
と
て
帝
の
親
征
を
記

　

゛
し
て
な
い
が
、
通
鑑
考
異
■
＊
ｒ
>
鵜
鴎
笞
・
北
史
本
紀
に
抑
っ
て
親
征
の

　
　

行
は
れ
北
こ
と
を
認
め
て
ゐ
る
。
狗
、
長
孫
翰
博
に
も
亦
「
大
檀
之

　
　

入
寇
雲
中
世
祀
親
征
之
」
の
句
が
あ
る
。

　
　

＊
　
＊
　
!
Ｓ
ｉ
ｉ
＾
Ｈ
=
i
;
は
此
の
翰
清
傅
に
見
ゆ
る
出
撃
を
始
光
二
年
十
月
の

　
　

出
撃
と
混
同
し
た
認
パ
長
川
と
４
　
る
の
は
誤
と
篤
し
て
ゐ
る
が
、
之

　
　

は
妥
富
で
な
く
、
本
篇
の
通
り
に
解
す
べ
き
で
あ
る
。
元
来
こ
の
前

　
　

後
の
柔
然
・
魏
の
交
渉
は
複
雑
で
あ
っ
て
事
件
の
混
同
を
来
し
易
い

　
　

が
、
本
篇
は
之
を
出
来
得
る
限
り
妥
富
に
蔡
現
す
る
や
う
努
め
仁
。

始
光
二
年
゛
大
厦

　

十
二
年
‘
皿
回

　

冬
十
月
、
魏
大
畢
柔
然
を
伐
ち
、
五
道
並
び
進
む
。
長
孫
翰

等
は
黒
没
よ
り
し
、
汝
陰
公
長
孫
道
生
・
尉
脊
等
は
白
黒
雨
没

の
間
よ
り
し
、
魏
太
武
帝
は
中
道
よ
り
し
、
蛾
清
は
栗
園
に
出

で
、
宜
城
王
矣
斤
・
将
軍
安
原
・
間
大
肥
等
は
西
道
よ
り
爾
寒

山
に
出
づ
。
諸
軍
沙
漠
の
南
に
於
て
輯
重
を
捨
て
軽
騎
十
五
日

０
糧
を
携
へ
沙
漠
を
越
え
て
之
を
撃
つ
。
矢
嶮
部
落
大
驚
北
遁

し
ヽ
魏
軍
大
捷
大
槌
レ
プ
ラ
・
指
び
門
媛
作
四
牛

始
光
三
年
＾
大
嶮

　

十
三
年
゛
匹
⊃

　

魏
０
太
武
帝
ヽ
夏
球
建
’
柔
然
の
何
れ
か
先
づ
撃
つ
べ
き
と

議
す
。
長
孫
嵩
・
長
孫
翰
・
呉
斤
等
皆
曰
く
「
赫
連
居
土
未
だ

患
を
な
す
能
は
す
。
柔
然
は
世
々
逡
害
を
な
す
、
宜
し
く
先
に

撃
つ
べ
し
。
も
し
大
兵
追
及
し
得
ば
則
ち
其
畜
産
を
収
め
、
以

て
國
を
富
ま
す
に
足
り
、
追
及
し
得
ざ
る
も
陰
山
に
蔵
し
て
多

く
其
禽
獣
を
殺
さ
ば
皮
肉
筋
角
ば
以
て
軍
費
を
充
す
べ
く
、
亦

一
小
國
を
破
る
に
ま
さ
ら
ん
」
と
。
崔
浩
曰
く
「
柔
然
は
遷
徒

鳥
の
飛
ぶ
如
く
、
大
兵
を
挙
げ
て
追
は
ゞ
追
及
し
得
ず
、
幄
兵

急
追
せ
ば
敵
を
制
し
難
し
。
赫
連
氏
土
地
千
里
に
過
ぎ
す
、
其

刑
政
残
虐
な
り
。
宜
し
く
先
づ
之
を
摯
て
」
と
。
劉
潔
・
安
原

台
数
お
先
づ
平
げ
ん
こ
と
を
請
ふ
。
指
診
昌
％

始
光
四
年
＾
大
疑

　

十
四
年
’
岬
ご

　

五
月
、
魏
帝
夏
國
赫
連
昌
を
親
征
す
。
将
軍
陸
侯
を
し
て
諸

軍
を
督
し
て
大
債
記
一
ぐ
錨
せ
し
め
以
７
柔
然
に
備
火
皿
侠

　

秋
七
月
、
柔
然
、
魏
ｏ
雲
中
を
侵
す
。
魏
の
既
に
赫
連
昌
を

破
る
を
聞
き
、
惺
れ
還
走
す
。

　

○
是
年
、
丁
零
の
民
楊
道
な
る
者
、
北
燕
に
至
っ
て
降
る
。
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扁
道
は
さ
き
に
白
鹿
山
に
識
」
て
契
丹
に
獲
ら
れ
、
塞
外
を
射

　
　

獄
し
つ
ｘ
流
漂
す
る
こ
と
多
年
。
大
難
の
北
、
大
黎
國
等
を
経

　
　

歴
し
、
遂
に
北
燕
に
入
れ
＆
も
の
な
り
。
妬
心
四
匹
一

　
　
　

＊
拙
稿
「
柔
然
族
史
序
説
」
參
照

　
　

祁
側
元
年
＾
大
檀

　

十
五
年
’
Ｊ
ご

　
　
　

八
月
、
大
檀
、
其
子
を
遣
し
萬
齢
騎
を
将
ゐ
て
魏
過
を
侵

　
　

し
、
逡
民
を
殺
掠
し
て
去
る
。
魏
に
降
附
せ
る
高
車
族
追
撃
し
″

　
　

て
之
を
破
る
。
魏
帝
廣
畜
よ
り
還
り
追
ひ
し
も
及
ば
す
。

　
　

祁
商
二
年
＾
大
檀

　

十
六
年
’
勅
連
可
汗
臭
提
元
年
’
岬
ご

　
　
　

夏
四
月
、
魏
帝
兵
を
南
郊
に
練
し
、
’
将
に
柔
然
を
撃
ん
と

　
　

す
・
朝
臣
内
外
轟
く
行
を
欲
せ
す
・
保
大

　

５
　
皿
匹
保
固
く
之

　
　

を
止
む
。
崔
浩
狽
り
之
を
勧
む
。
恂
書
令
劉
潔
等
、
太
史
令
張

　
　

淵
・
徐
聊
を
推
し
て
、
帝
に
天
象
星
占
よ
り
其
不
可
を
云
は
し

　
　

む
。
崔
浩
之
を
駁
し
ご

　
　

云
を
難
じ
て
曰
く
、
［
Ｊ
嬬
嬬
は
是
國
家
北
逡
の
叛
隷
、
今
其
の
元

　
　

悪
を
誄
し
、
其
の
善
民
を
収
め
奮
役
に
復
さ
し
む
、
無
用
に
非

　
　

ざ
る
也
。
漠
北
、
高
誼
に
し
て
蚊
蛸
生
ぜ
す
、
水
草
善
美
、
夏

　
　

は
北
遷
し
て
田
牧
す
、
其
地
耕
し
て
食
す
可
ら
ざ
る
に
非
ず
。

　
　

嬬
嬬
の
子
弟
（
魏
に
）
来
降
す
る
や
、
貴
な
る
は
公
主
に
恂
し
、

７
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　
　
　
　
　
　
　
　

ｒ

　

・

2
9

　

賤
な
る
も
将
軍
大
夫
に
呉
さ
れ
て
朝
に
満
つ
。
・
高
車
叉
名
騎
と

読
さ
る
。
（
荒
外
の
民
と
雖
亦
）
臣
と
し
て
蓄
ふ
可
ら
ざ
る
も
の

に
非
ざ
る
也
」
と
。
帝
、
浩
の
議
を
是
と
し
小
駕
を
以
て
天
秤
を

祭
り
、
遂
に
平
城
を
硬
し
、
東
道
に
出
で
黒
山
に
向
ひ
、
平
陽

王
長
孫
翰
は
商
道
に
よ
り
大
蛾
山
に
向
ひ
、
共
に
柔
然
の
可
汗

庭
に
會
せ
ん
こ
と
を
期
す
。
五
月
、
沙
漠
の
南
逡
に
達
し
、
軽

騎
秉
馬
皿
謔
栗
水
パ
≒
に
至
ふ
・
大
檀
の
昆
西
奔
す
・
大

檀
の
弟
匹
黎
、
先
に
東
部
を
管
領
す
。
大
檀
の
下
に
赴
か
ん
と

し
て
翰
の
軍
と
遇
ふ
。
翰
、
騎
を
縦
ち
之
を
撃
ち
、
其
大
人
数

百
人
を
殺
す
。
大
檀
之
を
聞
き
震
怖
、
其
宗
室
を
将
ゐ
、
廬
舎

を
焚
焼
し
、
細
迩
西
走
し
、
至
る
所
を
知
る
な
し
。
於
是
、
部

落
四
散
、
山
谷
に
窟
伏
し
、
畜
産
野
に
満
ち
て
人
の
収
観
す
る

な
し
。
太
武
帝
栗
水
に
沿
ひ
て
西
行
し
、
漢
将
貧
憲
の
故
単
を

過
ぐ
ご
八
月
’
　
＾
’
兎
園
水
に
μ
河
に
次
す
・
平
城
を
を

る
こ
と
三
千
七
百
里
。
於
是
、
軍
を
分
ち
て
捜
討
。
東
は
涌
洵

い
勧
力
に
至
り
西
は
張
抜
水
に
接
し
、
北
は
燕
然
山
を
渡
り
、

東
西
五
千
除
里
、
南
北
三
千
里
、
凡
そ
獲
る
所
の
戎
馬
百
除
萬

匹
、
俘
虜
畜
産
車
廬
は
山
滓
に
禰
漫
し
無
慮
散
百
萬
。
且
つ
高

車
族
に
し
て
柔
然
族
人
を
殺
し
て
魏
に
糾
降
せ
る
も
０
前
後
三

十
除
萬
落
に
及
ぶ
。
帝
、
弱
水
心
一
一
に
沿
ひ
て
西
行
し
泳
邪
山

匹
四
ぺ
匹
支
に
至
る
・
魏
の
諸
将
伏
兵
あ
る
を
慮
り
帝
に
勧
め
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２

　

て
軍
を
班
し
、
秋
七
月
黒
山
に
還
る
。
後
柔
然
の
降
人
ゐ
り
、

２

　
　

「
大
檀
先
に
病
に
罹
り
な
す
所
を
知
ら
す
ヽ
乃
ち
寫
廬
を
焼
き

　
　

車
に
載
り
数
百
人
を
将
ゐ
て
山
に
入
り
南
走
し
、
民
畜
官
聚
、

　
　

人
０
統
領
す
る
な
し
。
魏
の
追
兵
至
ら
す
、
乃
ち
。
徐
ろ
に
西

遁
皿
に
皿
ｍ
、
菟
る
を
得
た
り
」
と
言
ふ
。
後
又
涼
州
の
費
胡

の
言
を
聞
け
る
に
「
咄
し
更
に
前
行
二
日
な
れ
ば
霊
く
之
を
滅

せ
し
な
ら
ん
」
と
。
帝
深
く
之
を
恨
む
。

　

八
月
、
帝
還
り
て
漠
南
渇
侯
山
に
至
る
。
東
部
高
車
、
巳
尼

岐
に
屯
し
人
畜
甚
だ
多
し
魏
軍
を
去
る
こ
と
千
除
里
な
り
と
聞

く
。
将
に
左
僕
射
安
原
等
を
遣
し
て
之
を
討
た
ん
と
す
。
司
徒

長
孫
翰
・
伺
書
令
劉
潔
等
帝
を
諌
め
し
も
、
帝
聴
か
す
、
乃
ち

原
等
を
遣
し
又
新
附
０
高
車
を
良
す
、
合
し
て
萬
騎
。
巳
尼
陵

に
至
る
。
高
車
諸
部
、
軍
を
望
ん
で
降
る
者
数
十
萬
落
、
馬
牛

羊
を
穫
る
こ
と
亦
百
除
萬
。
各
十
月
、
帝
平
城
に
凱
旋
し
、
、
柔
‐

然
、
高
車
新
附
０
民
を
漠
南
三
千
里
に
列
置
し
耕
牧
せ
し
む
。

束
は
応
源
に
至
り
西
は
五
原
陰
山
に
お
よ
ぶ
。
司
徒
平
陽
王
長

孫
翰
・
尚
書
令
劉
潔
・
左
僕
射
安
原
・
侍
中
古
弼
に
詔
し
て
之

を
鎖
撫
せ
し
む
。
是
よ
り
魏
の
國
内
、
馬
牛
羊
０
價
賤
く
脱
皮

　

”
’

　
　
　

ミ

　

゜
崔
浩
・
高
平
安
原
・
古
弼
・
長
孫
翰
・
術
認

０
類
堆
積
す
る
に
至
る

　

闘
大
叱
諸
将
及
食
貨
志
夫
象
志
子
綬
志

　

柔
然
衰
弱
、
大
檀
疾
を
登
し
て
死
し
、
子
呉
提
立
つ
、
勅
連

可
汗
と
彼
す
。

　
　

″
天
興
二
年
道
武
帝
Ξ
駕
の
山
簿
を
定
む
、
其
三
に
曰
く
小
駕
。
’
属

　
　

車
十
二
乖
〔
読
志
四
〕

　
　

″
″
皇
興
元
年
以
後
魏
に
朝
貢
し
た
契
丹
等
東
北
諸
部
中
に
匹
黎
部

　
　

あ
り
U
1
黎
は
此
部
族
の
酋
長
な
り
し
も
の
か

　
　

’
″
″
傅
に
曰
く
紳
聖
也
と
。
白
鳥
・
藤
田
博
士
（
各
上
掲
書
）
は

　
　

天
・
紳
の
義
な
る
蒙
古
語
t
ｅ
ｅ
ｉ
ｎ
に
比
定
す
。

卜

と万万

Ｚ

急

享

世

牛
馬
草
に
飽
か
ば
ま
さ
に
漠
北
に
亡
諮
せ
ん
と
。
劉
潔
・
安
原

等
奏
し
て
黄
河
の
河
氷
の
未
だ
解
け
ざ
る
間
に
之
を
河
西
一
匹
套

に
徒
し
北
遁
を
防
が
ん
と
。
太
武
帝
旧
く
「
然
ら
す
、
此
等
習

俗
、
放
散
日
久
し
、
園
中
の
鹿
０
如
く
、
急
な
れ
ば
則
ち
衝
突

し
、
之
を
緩
す
れ
ば
則
ち
定
る
。
吾
自
ら
之
を
處
す
る
の
道
あ

り
、
徒
を
煩
は
さ
す
」
と
。
潔
等
固
く
請
ふ
。
乃
ち
三
萬
除
落

を
河
西
に
渥
す
。
新
民
驚
駅
、
皆
曰
く
「
我
を
河
西
の
内
に
圏

す
、
是
将
に
我
を
殺
さ
ん
と
す
る
也
」
と
。
涼
州
に
走
ら
ん
と

す
。
劉
潔
・
古
弼
は
五
原
政
北
に
屯
し
、
安
原
は
悦
抜
城
北
に

屯
し
、
以
て
之
に
備
ふ
。
三
月
、
高
車
千
除
家
数
千
騎
北
走
、

潔
等
之
を
追
ふ
、
逃
者
籾
絶
え
相
枕
し
て
死
す
。
夏
四
月
、
萬

除
落
ま
た
叛
走
、
伺
書
封
眠
組
合
之
を
滅
す
。
一

’
鮮
ｙ

60-

　

祁

○塵

新三

附年

○

　

⌒
高災

車提

魏

　

二

の

　

年

将一
吏○四

17

　　

三



29J

　

○
十
一
月
、
太
武
帝
、
夏
を
う
っ
。
魏
の
高
車
兵
、
赫
連
定

二
萬
の
軍
を
馳
撃
し
ヽ
斬
首
数
千
級
鮎
弼

祠
悳
四
年
（
臭
提

　

三
年
・
Ｊ
三
）

　

閏
六
月
、
柔
然
可
汗
臭
提
、
魏
に
漬
使
朝
献
す
。
是
よ
り
先
、

魏
北
過
の
候
騎
、
臭
提
の
偵
選
者
二
十
除
人
を
獲
。
太
武
之
に

衣
服
を
輿
へ
て
遣
錨
す
。
晃
提
上
下
感
悦
せ
し
を
以
て
な
り
。

　

十
月
、
帝
、
漠
南
に
幸
す
、
十
一
月
、
北
部
高
車
の
莫
弗
庫

若
干
其
部
敷
萬
除
騎
を
率
ゐ
鹿
数
百
萬
を
限
っ
て
行
在
所
に
詣

Ｊ
。
帝
よ
っ
て
大
狩
以
て
従
者
に
賜
ひ
、
中
書
侍
郎
狐
頴
に
命

ｔ
て
文
を
作
り
漠
南
に
刻
石
功
を
紀
す
傅
淵
｀

　

″
「
後
魏
書
北
史
本
紀
皆
作
勅
勒
。
他
淵
傅
皆
作
高
車
、
印
勅
勒
別

　

名
也
。
１
　
〔
通
路
孜
異
巻
五
〕
、
高
車
が
勅
勒
の
別
名
な
る
こ
と
は
、
高

　

車
傅
に
も
明
文
あ
り
、
疑
な
し
。

延
和
元
年
＾
災
提

　

四
年
’
迎
子

　
　

六
月
ご

　

て
漠
南
に
屯
せ
し
め
、
以
て
柔
然
に
備
ふ
。
趨
四
％
万

　

幽
州
の
民
及
び
密
雲
の
丁
零
族
萬
除
人
を
醍
し
て
北
燕
攻
撃
の

　

具
を
蓮
ば
し
む
皿
斤

゛
延
和
二
年
＾
臭
提

　

五
年
’
弓
一
ご

　
　

ｏ
二
月
ヽ
鸞
響
・
奈
賢
九
丿
靖
ｎ
ぴ
い

鎬
将
郎
孤
を
殺
し
叛
す
。
初
め
陸
侯
、
鏝
将
た
り
。
。
莫
弗
等
其

尿
急
無
恩
を
帝
に
訴
ふ
。
帝
、
陸
侯
を
徴
還
１
　
　
郎
孤
を
以
て
之

に
代
ふ
。
僕
、
帝
に
云
ふ
「
一
年
た
ら
雫
し
て
郎
孤
必
申
敗
れ
、

高
車
必
ず
叛
せ
ん
」
と
。
帝
怒
る
。
茲
に
於
て
果
し
て
然
り
。

帝
、
幣
き
て
其
故
を
問
ふ
。
僕
曰
く
「
高
車
上
下
０
檀
を
知
ら

す
、
之
に
臨
む
に
威
を
以
て
し
、
之
を
制
す
る
こ
法
を
以
て
す
ヽ

べ
し
・
然
ら
ざ
れ
ば
必
挙
叛
に
至
る
」
と
・
皿
匹
四
町

　

是
頃
、
魏
、
北
優
の
守
と
し
て
境
上
に
五
原
（
後
０
懐
朔
）
、

懐
荒
等
六
錨
の
設
置
を
完
し
、
征
北
大
将
軍
来
大
千
を
し
て
此

六
錨
を
巡
撫
し
以
て
寇
虜
を
防
が
し
む
。
四
玖
付

　

｡
＊
魏
代
六
俣
と
い
ふ
名
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、
之
は
普
通
沃
野
・
懐

　

朔
・
武
川
・
撫
冥
・
柔
玄
・
懐
荒
の
六
を
指
す
場
合
が
多
い
〔
元
和

　

郡
螺
志
巻
四
・
沈
姦
「
六
銀
秤
」
・
兪
大
綱
「
北
魏
六
僕
考
」
〕
。
懐
朔
・

　

懐
荒
の
二
銀
が
既
に
此
延
和
二
年
に
は
設
置
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
、

　

こ
の
二
月
の
懐
荒
唐
下
高
車
の
事
件
、
及
び
魏
書
地
形
志
朔
州
の
條

　

の
記
載
に
よ
っ
て
明
か
７
あ
る
が
、
多
く
の
事
情
よ
り
考
察
し
て
他

　

の
四
俣
沃
野
・
武
川
・
撫
冥
・
柔
玄
も
延
和
中
の
設
置
に
か
ｓ
る
こ

　

と
は
充
分
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
六
銀
の
位
置
に
つ
い
て
は
（
潰
ロ

　

重
圀
氏
「
正
光
四
五
年
の
交
に
於
け
る
後
魏
の
兵
制
に
就
い
て
」
〔
東

　

洋
學
報
二
二
〕
を
參
照
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

延
和
三
年
＾
臭
提

　

六
年
っ
皿
ご

　

二
月
、
帝
、
西
海
公
主
を
以
て
戟
連
可
汗
災
提
に
妻
す
。
叉

一－６
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可
汗
の
妹
を
納
め
て
夫
人
と
な
し
、
進
め
て
左
昭
儀
と
な
す
。

に
頴
川
王
提
・
望
都
公
屋
等
を
遣
し
往
い
て
之
を
迎
へ
し
む
。
ヽ
可

汗
、
其
異
母
兄
禿
鹿
傀
及
左
右
数
百
人
を
遣
し
て
妹
を
送
り
井

せ
て
馬
二
千
匹
を
献
す
。
帝
大
悦
班
賜
甚
だ
厚
し
叉
國
中
に
詔

し
て
従
来
柔
然
其
他
と
の
戦
闘
に
よ
り
て
極
め
て
疲
弊
せ
る
民

力
を
休
養
す
べ
き
ご
と
を
命
ヤ
混
言
質
詔

　

４
　
十
月
、
柔
然
、
魏
に
遣
使
朝
貢
。

　
　

″
二
月
戊
寅
詔
目
聡
承
統
之
始
耕
凶
縦
逸
四
方
未
賓
所
在
逆
潜
嬬
嬬

　
　

陸
梁
於
浜
北
敲
弗
肆
虐
於
三
秦
是
以
肝
食
忘
寝
抵
常
捉
腕
期
在
掃
海

　
　

逍
歿
寧
済
萬
宇
故
頻
年
砥
征
有
事
西
北
逞
翰
之
役
百
姓
勤
努
費
失
農

　
　

業
遭
離
水
旱
致
使
生
民
貧
富
不
均
未
得
家
給
人
足
或
有
寒
窮
不
能
自

　
　

噌
者
聡
甚
懸
焉
今
四
方
順
軌
兵
革
漸
寧
託
寛
描
賦
具
民
休
息
其
令
州

　
　

郡
噺
隠
括
貧
富
以
篤
三
級
其
富
者
租
聡
如
常
中
者
復
二
年
下
窮
者
復

　
　

三
年
刺
史
守
宰
富
務
盗
平
富
不
得
阿
容
以
岡
政
治
明
相
宣
約
戌
使
聞

　
　

知

太
延
元
年
＾
災
提

　

七
年
’
a
i
i
ｕ

　

二
月
柔
然
、
魏
に
造
使
朝
献
。

　

夏
五
月
、
飽
茲
・
一
疏
勒
・
烏
孫
・
悦
般
・
渇
槃
陛
・
部
善
・

焉
書
・
車
師
・
粟
特
等
の
西
域
諸
國
、
使
を
遣
し
て
魏
に
来
献

す
。
帝
、
行
人
王
恩
生
Ｊ
許
綱
等
二
十
輩
を
西
域
に
遣
す
。
恩

生
等
流
沙
昌
牡
端
発
昌
雛
に
出
ミ
高
昌
万
言

　

に

至
ら
ん
と
し
て
柔
然
の
捕
ふ
る
所
と
な
る
。
恩
生
、
可
汗
哭
提

に
見
ゆ
。
節
を
持
し
、
屈
Ｊ
す
。
帝
聞
き
て
災
提
を
切
責
す
。

災
提
、
恩
生
等
を
放
還
せ
る
も
、
遂
に
西
域
に
達
せ
す
し
て
還

る
西
域
傅
總
序
、
同
車

　
　

師
之
條
等
、
高
昌
傅

　
　

″
魏
の
西
域
紺
啓
は
富
然
柔
然
の
そ
れ
と
利
害
相
反
し
、
且
つ
烏
孫
・

　
　

悦
般
の
如
き
反
柔
然
的
國
家
と
魏
と
の
通
交
は
柔
然
の
西
面
を
脅
か

　
　

す
も
の
で
あ
り
、
柔
然
・
魏
雨
國
問
の
争
闘
を
再
開
せ
し
む
る
原
因

　
　

と
な
っ
仁
。
（
但
、
以
下
柔
然
と
直
接
開
係
あ
る
も
の
の
外
西
域
諸
國

　
　

の
事
件
は
本
表
に
牧
載
せ
す
）
。

太
延
二
年
（
呉
提

　

八
年
・
Ｊ
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六

　

〇
二
月
、
魏
、
使
者
十
除
輩
を
高
麗
東
夷
諸
國
に
這
し
之
を

詔
諭
す
。

　

八
月
、
叉
使
者
六
輩
乞
西
域
に
涙
遣
す
。
高
車
國
、
魏
に
造

使
朝
献
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　

是
歳
柔
然
、
魏
と
和
親
を
絹
ち
魏
逡
を
侵
す
。
魏
、
赫
連
の

苑
地
に
高
９
　
、
薄
骨
律
銀
を
置
き
甘
粛
省
方
面
の
固
と
す
八
万

　

″
刄
等
は
何
れ
も
燕
に
通
謀
せ
ざ
る
こ
と
を
論
告
し
北
も
の
で
あ
ら

　

う
が
、
柔
然
に
と
っ
て
は
西
域
の
場
合
と
同
様
、
東
面
の
脅
威
と
な

　

る
も
の
で
、
魏
と
の
闘
争
を
再
開
せ
し
む
る
原
因
と
な
っ
だ
と
考
へ

　

ら
れ
る
。

　

高
車
が
柔
然
或
は
魏
の
支
配
下
よ
り
況
し
て
一
の
狗
立
的
勢
力
を
樹
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立
し
た
の
は
、
大
健
魏
の
孝
文
帝
時
代
で
あ
る
。
こ
Ｓ
に
高
車
國
と

あ
る
の
は
、
恐
ら
く
柔
然
配
下
の
一
部
族
が
腐
に
魏
と
交
通
し
た
の

で
あ
ら
う
。

太
延
三
年
（
災
提

　

九
年
・
河
ニ
）

　

○
二
月
い
高
麗
、
契
丹
國
魏
に
遣
使
朝
献
す
。

●

　

○
三
月
、
喩
茲
・
悦
般
・
焉
香
・
車
師
・
粟
特
・
疏
勒
・
烏

孫
・
濤
槃
階
・
都
善
諸
國
各
々
謐
使
、
魏
に
入
貢
す
。

心
延
四
年
（
災
提

　

十
年
ふ
三
）

　

夏
五
月
、
帝
五
原
に
行
き
、
秋
七
月
、
五
原
よ
り
、
北
柔
然

を
伐
っ
。
渠
千
王
不
丁
河
東
公
賀
多
羅
は
十
五
将
を
督
し
て
東

道
に
出
で
、
永
昌
王
健
よ
且
都
王
穆
壽
は
十
五
将
を
督
し
て
西

道
に
出
づ
。
帝
は
中
道
に
出
で
浚
稽
山
に
至
っ
て
更
に
中
道
を

分
ち
て
二
と
な
し
、
陳
留
王
崇
は
大
洋
よ
り
泳
邪
山
を
越
え
、

帝
は
浚
稽
山
よ
り
天
山
に
向
ひ
、
白
１
　
に
登
り
刻
石
、
行
を
記

す
・
柔
然
を
見
す
し
７
還
る
・
柔
然
萬
騎
を
以
て
迪
尾
す
・
健

数
十
騎
を
以
て
之
を
撃
退
す
。
然
れ
ど
も
時
に
浜
北
大
旱
、
水

草
無
く
ヽ
魏
の
軍
馬
多
く
死
し
ヽ
八
千
に
及
肩
農
昌

浩
傅
・
通

鑑
宋
紀
五

　

″
傅
に
は
泳
邪
山
に
向
ふ
と
の
み
あ
る
が
、
明
元
六
王
哨
傅
の
永
昌

　

王
健
・
陳
留
王
崇
の
傅
に
は
泳
邪
山
を
越
ゆ
と
あ
る
。

一
管
百
納
本
・
監
本
北
史
嬬
嬬
傅
は
子
阜
（
通
志
亦
同
）
・
毛
本
同
傅

は
于
阜
に
作
る
。
今
、
魏
書
傅
に
振
る
。

一
″
″
こ
の
北
征
は
魏
の
失
敗
に
了
っ
た
と
思
は
れ
る
。
西
域
傅
に

は
哭
提
が
こ
の
戦
役
に
つ
い
て
、
氾
渠
氏
に
「
魏
の
天
子
自
ら
末
っ

て
我
を
伐
ぢ
し
も
ヽ
士
馬
疫
死
し
、
大
敗
し
て
ｍ
れ
.
o
」
と
誕
き
、

又
西
域
諸
國
に
「
魏
す
で
に
削
弱
、
今
天
下
、
唯
我
彊
仁
り
、
も
し

更
に
魏
使
あ
る
も
復
仁
恭
奉
す
る
勿
れ
」
と
猫
し
仁
と
あ
る
。
若
干

誇
張
の
嬢
あ
る
も
、
兎
に
角
此
役
に
魏
軍
が
成
功
し
な
か
っ
だ
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。
崔
浩
傅
に
１
る
と
、
浩
は
此
役
の
こ
と
を

「
往
年
北
伐
、
剋
獲
せ
す
と
雖
、
宜

」
に
損
す
る
無
し
、
常
時
征
行
の

軍
馬
三
十
萬
匹
、
道
中
死
傷
せ
る
も
の
を
計
る
に
八
千
に
満
た
す
。

毎
歳
の
臓
死
、
恒
に
萬
を
減
ぜ
や
」
と
絣
じ
て
ゐ
る
が
、
國
家
一
年

の
常
例
死
■
ｕ
の
外
に
一
畢
に
八
千
匹
を
失
ひ
、
得
る
所
無
か
っ
仁
の

で
あ
る
か
ら
、
矢
張
り
失
敗
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

太
延
．
五
年
＾
臭
提

　

十
一
年
・
純
二
）

・

　

可
汗
呉
提
、
俎
渠
牧
腱
に
「
去
歳
魏
天
子
自
ら
来
っ
て
’
我
を

伐
し
も
、
士
馬
疫
死
し
大
敗
し
て
還
る
。
我
、
其
長
弟
楽
平
王

不
一
を
檎
ふ
」
と
況
き
ご

　

「
魏
已
に
削
弱
、
今
天
下
唯
我
彊
た
り
、
爾
後
魏
の
使
者
あ
る

も
恭
奉
す
る
勿
れ
」
と
い
ふ
。
於
是
西
域
諸
國
ま
た
魏
に
貳
じ

氾
渠
牧
轍
魏
に
服
事
す
る
こ
と
慢
惰
節
一
域
―

　

太
武
帝
之
を
聞
き

組
渠
を
撃
た
ん
こ
と
を
議
す
。
群
臣
去
歳
柔
然
征
討
に
於
け
る
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士
馬
疲
弊
０
未
だ
恢
復
せ
ざ
る
こ
と
等
を
阜
げ
て
止
め
し
も
、

帝
崔
浩
の
、
寧
ろ
其
の
我
が
衰
耗
を
侮
り
備
へ
ざ
る
を
う
っ
べ

し
と
の
意
見
を
是
と
し
、
六
月
、
遂
に
阻
渠
牧
樅
の
４
　
二
罪
を

唱
へ
親
し
く
軍
を
卒
ゐ
て
西
征
す
。
其
第
六
罪
に
牧
腱
が
、
北

叛
虜
（
柔
然
）
に
託
せ
る
を
せ
む
。
叉
大
将
軍
長
楽
王
秘
敬
・
輔

國
大
将
軍
建
寧
王
崇
等
二
萬
人
は
図
南
に
屯
し
柔
然
に
備
ふ
。

　

九
月
、
可
汗
哭
提
、
氾
渠
牧
樅
よ
り
救
援
を
求
め
ら
れ
、
魏

に
侵
入
す
。
初
め
帝
進
藤
す
る
に
常
り
侍
中
宜
都
王
穆
壽
に
太

子
の
輔
佐
を
託
し
、
且
つ
筋
し
て
曰
く
「
１
　
渠
牧
樅
、
災
提
と

連
和
す
、
今
、
朕
が
涼
州
を
征
す
る
を
聞
か
ば
必
ず
来
っ
て
犯

塞
せ
ん
。
も
し
兵
を
図
南
に
伏
さ
ば
、
之
を
珍
・
す
る
易
し
。
敗

穫
詑
ら
ば
す
な
は
ち
要
害
に
分
伏
し
て
以
て
嗚
の
至
る
を
待
つ

可
し
。
引
き
て
深
入
せ
し
め
、
然
る
後
之
を
撃
た
ば
之
を
檎
に

せ
ん
こ
と
必
せ
り
」
と
。
壽
、
ト
迫
の
言
を
信
じ
、
災
提
来
ら

す
と
な
し
、
備
を
な
さ
す
。
臭
提
、
其
兄
乞
列
録
を
留
め
て
柵

敬
、
建
寧
Ξ
崇
等
と
相
對
峙
せ
し
め
、
自
ら
精
騎
を
帥
ゐ
て
深

入
、
善
無
七
介
山
に
至
り
、
候
騎
京
師
に
至
る
。
平
城
大
駄
、

苧
ふ
て
中
城
に
奔
る
。
穆
壽
な
す
所
を
知
ら
す
、
太
子
に
避
け

て
南
山
を
保
た
ん
こ
と
を
請
ふ
・
皇
太
。
后
四
蔀
か
す
ゝ
司
室
長

孫
道
生
、
張
黎
等
に
命
じ
て
之
を
吐
頭
山
に
拒
が
し
む
。
會
々

　

敬
崇
等
乞
列
郎
を
陰
山
に
破
り
、
乞
列
郎
、
其
伯
父
他
吾
無
鹿

　

胡
及
将
帥
五
百
人
を
獲
へ
斬
首
萬
除
級
。
災
提
之
を
聞
き
て
遁

｀
走
す
。
道
生
之
を
追
ひ
図
南
に
至
り
て
還
る
。
建
４
　
５
皿
四
万
醐
朋

　

象
志
三
・
公
孫

　

質
特
・
張
５
　
陪

　
　

醜
、
阻
渠
氏
を
滅
す
。
於
是
、
９
　
浪
の
雑
胡
阿
史
那
氏
五
百

　

家
を
以
て
柔
然
に
奔
り
、
服
事
し
て
其
鍛
奴
眠
エ
と
な
り
、
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
。
、
。
１
・
ヒ
史
・
行

　

山
の
陽
に
住
む
。
印
ち
突
晰
の
組
な
り
。
割
卸
涙
席

　
　

″
挙
平
王
蚤
が
柔
然
に
捕
へ
ら
紅
し
こ
と
は
他
に
見
え
ｇ
≫
’
　
ｘ
'
は
其

　
　

後
君
君
四
年
の
北
征
に
従
軍
し
、
劉
潔
不
軌
の
市
に
坐
し
愛
死
し
て

　
　

ゐ
る
か
ら
、
之
は
哭
提
の
ふ
ざ
言
万
あ
ら
う
。
。

　
　

＊

｡
こ
天
象
志
は
黎
倣
に
作
る
。
今
、
本
紀
に
従
ふ
。

　
　

ヽ
ｆ
’
突
映
族
殺
詳
に
闘
し
て
は
気
個
の
陪
説
が
常
時
よ
り
あ
つ
仁

　
　

が
、
之
は
共
一
で
あ
る
。

　

屑
君
二
年
＾
災
提

　

十
三
年
゛
四
四
゛

　
　

三
月
、
誼
さ
き
に
捕
へ
し
所
０
郁
久
問
乞
列
弱
を
朔
方
王
に

　

封
す
。

　

箕
君
三
年
（
災
提

　

十
四
年

　

Ｊ
四
）

　
　

伊
吾
王
唐
契
り
魏
に
欲
を
通
す
。
づ
一
作
払
匹
心
四
二

　

柔
然
之

。
を
攻
む
。
契
、
部
落
を
擁
し
て
高
昌
に
奔
り
其
地
を
奪
は
ん
と

　

す
。
柔
然
部
帥
阿
若
騎
を
卒
ゐ
て
自
署
高
昌
太
守
闘
爽
を
救
ひ

64－-
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‘

　
　
　
　

゜
高
昌
傅
、
唐
和
傅
、
但
渠
傅
、
｀
宋
書
氏
胡

契
を
殺
す

　

傅
ヽ
梁
書
諸
夷
博
ヽ
高
信
傅
初
集
巻
十
一
「

　

九
月
ご

柔
然
に
奔
る
。

　

十
月
ヽ
柔
然
ヽ
宋
に
造
使
ヽ
方
物
を
献
す
・
作
作
文
宋
ヽ
北

魏
牽
制
の
た
め
之
を
羅
康
す
・
匹
一
″
肖

　

ｆ
宋
書
氏
胡
傅
、
閤
を
闘
に
作
る
。
今
、
後
魏
書
梁
書
の
記
載
に
従

　

ふ
。
闇
爽
は
蓋
し
、
後
の
同
伯
周
の
一
族
と
考
へ
ら
れ
る
。

員
君
四
年
（
災
提

　

十
五
年
・
四
四
）

　

○
三
月
、
烏
洛
侯
國
造
使
魏
に
朝
貢
。
其
國
の
西
北
に
魏
Ｏ

岨
宗
の
奮
廟
石
室
あ
り
、
南
北
九
十
歩
東
西
四
十
歩
高
さ
七
十

尺
、
室
紳
露
あ
り
、
民
多
く
所
請
す
と
搦
す
。
中
書
侍
郎
李
敞

其
地
に
派
遣
せ
ら
れ
、
天
地
を
祭
り
、
祖
宗
を
配
収
し
帆
文
を

壁
に
刻
し
て
還
る
・
匹
皿
皿
傅

　

九
月
、
帝
漠
南
に
行
き
輯
重
を
捨
て
軽
騎
を
以
て
柔
然
を
襲

ふ
。
軍
を
四
道
に
分
ち
、
祭
安
王
範
、
建
寧
王
崇
は
各
々
１
　
五

将
を
統
し
て
東
道
よ
り
出
で
、
楽
平
王
不
一
は
十
五
将
を
督
し
て

西
道
よ
り
出
で
、
帝
は
中
道
よ
り
出
で
、
中
山
王
辰
は
十
五
将

を
領
し
中
軍
と
な
っ
７
後
橿
す
・
帝
ヽ
鹿
渾
薦
諮
に
至
っ

て
臭
提
と
相
遇
す
。
柔
然
部
落
惶
怖
擾
飢
す
。
太
子
晃
、
帝
に

言
っ
て
曰
く
「
今
大
軍
に
は
か
に
至
る
。
宜
４
　
く
速
に
進
撃
す

べ
し
、
其
不
備
を
襲
は
ば
之
を
破
ら
ん
こ
と
必
せ
り
」
と
。
時

に
恂
１
　
令
劉
潔
、
さ
き
に
己
０
計
の
用
０
　
ら
れ
ざ
る
を
恨
み
、

諸
将
を
阻
誤
せ
ん
と
欲
し
、
矯
詔
し
て
期
を
更
め
し
を
以
て
諸

将
未
だ
鹿
渾
谷
に
到
ら
す
。
且
つ
固
ぐ
諌
め
て
「
賊
の
畳
中
塵

盛
な
り
、
其
衆
必
雫
多
か
ら
ん
、
出
で
と
￥
地
に
至
ら
ば
、
恐

ら
く
は
包
園
せ
ら
れ
ん
、
諸
軍
０
大
集
を
待
っ
て
、
之
を
撃
つ

に
し
か
挙
」
と
。
晃
曰
く
「
塵
の
盛
な
る
は
、
軍
士
驚
怖
擾
気

の
故
也
」
と
。
帝
疑
ひ
て
急
撃
せ
す
。
帝
止
る
こ
と
六
日
、
諸

将
至
ら
す
、
臭
提
遠
遁
。
之
を
追
ひ
て
頻
根
河
八
加
ホ
に
至
り

二
萬
騎
を
虜
す
・
オ
ル
ホ
ン
の
北
な
る
石
水
ご
ｙ
″
に
至
っ
て

還
る
。
既
に
し
て
柔
然
の
候
騎
を
獲
た
る
に
曰
く
「
柔
然
、
魏

軍
の
至
る
を
知
ら
す
、
上
下
惶
曜
、
衆
を
引
い
て
北
走
す
。
六

’
七
日
を
纒
て
追
者
無
き
を
知
り
、
始
め
て
徐
行
せ
り
」
と
。
帝

聞
き
て
深
く
之
を
恨
む
。

　

初
め
帝
、
司
馬
楚
之
盧
中
山
等
を
し
て
別
に
兵
を
頷
し
て
蓮

糧
を
督
し
大
軍
に
欄
が
し
む
。
時
に
鎖
北
将
軍
封
書
″
柔
然

に
亡
降
し
、
柔
然
に
誂
い
て
楚
之
等
を
う
っ
て
９
蓬
を
絶
た
し

む
。
楚
之
世
知
し
て
、
能
く
之
を
防
げ
り
。
然
れ
ど
も
魏
軍
薪

途
漠
中
に
次
し
精
査
き
士
卒
多
く
死
す
。
且
つ
劉
潔
、
陰
か
に

人
を
し
て
軍
を
驚
動
す
。
十
二
月
、
帝
憲
に
望
ｍ
ｍ
-
ｍ

-65-
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楚
之
・
哭
春
・
蔀
辨
傅
・
世

2
9

　
　

祀
紀
恭
宗
附
紀
・
天
象
志
三

　
　
　
　

此
役
魏
軍
、
死
す
る
も
の
十
に
六
七
、
帝
．
死
家
０
哀
を
登

す
る
こ
と
を
許
さ
す
、
犯
者
は
之
を
誄
す
。
］
バ
皓
索

　
　

″
此
の
征
行
に
先
だ
ち
太
武
帝
は
崔
浩
に
そ
の
可
否
を
問
ひ
、
浩
は

　
　

「
夫
北
土
多
積
雪
、
至
多
時
、
常
避
寒
南
徒
、
若
因
其
時
１
　
軍
百
出
、

　
　

必
具
之
遇
、
則
可
樹
獲
」
と
云
ひ
、
帝
然
り
と
な
し
だ
の
で
あ
っ
て

　
　

〔
崔
浩
傅
〕
、
秋
冬
の
候
に
潜
か
に
急
襲
す
る
の
が
魏
に
有
利
で
あ
っ

　
　

仁
こ
と
が
わ
か
る
。
又
献
文
帝
時
代
、
常
に
魏
は
毎
年
秋
冬
に
軍
を

　
　

出
し
て
漠
南
に
屯
し
柔
然
に
備
へ
春
分
に
至
っ
て
引
き
揚
げ
る
を
常

　
　

と
し
仁
の
も
か
ゝ
る
関
係
か
ら
で
め
っ
た
と
思
は
れ
る
。

　
　

ｆ
ｆ
初
め
劉
潔
は
此
北
伐
に
反
對
で
、
帝
に
「
虜
非
有
邑
居
、
置
徒

　
　

無
常
、
前
東
出
軍
無
所
檎
獲
、
不
如
廣
麿
積
穀
、
以
待
其
東
」
と
説

　
　

い
仁
が
、
帝
に
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
を
恨
ん
だ
の
で
あ
る
。
又
潜

　
　

か
に
府
立
乃
至
簒
奪
を
謀
っ
て
ゐ
た
と
傅
へ
ら
れ
る
。
〔
劉
潔
傅
〕

　
　

″
″
々
漠
代
漢
民
に
し
て
匈
奴
に
亡
入
す
る
者
が
多
か
っ
た
様
に
、

　
　

魏
人
で
柔
然
に
亡
ぐ
る
者
冶
少
く
な
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
明
元

　
　

帝
の
初
、
侍
臣
受
斤
が
刑
を
逃
れ
て
柔
然
大
檀
の
下
に
奔
っ
た
な
ど

　
　

は
其
一
例
で
あ
る
。
〔
尉
谷
傅
〕

員
君
五
年
（
災
提

　

十
六
年
・
處
可
汗
吐
賀
頁
即
位
元
年
・
皿
四
）

　

二
月
、
魏
、
中
山
王
辰
・
内
部
坐
大
官
陣
謹
・
尚
書
尖
脊
等

八
将
を
都
南
に
斬
る
。
去
秋
北
伐
、
期
に
後
れ
た
る
を
以
て
の

故
な
り
・
四
匹
い
匹
彗

　

九
月
、
帝
漠
南
に
ゅ
き
、
可
汗
臭
提
)
Ｖ
'
襲
は
ん
と
す
。
哭
提

遠
造
、
乃
ち
還
る
。

　

哭
提
死
す
。
子
吐
賀
札
立
ち
、
處
可
雨
と
競
す
。

　

″
魏
人
は
叉
之
を
三
害
茸
の
文
字
を
以
て
も
寫
し
訂
。
〔
宋
書
索
１
　

　

傅
〕
。

　

″
ｆ
傅
に
曰
く
唯
也
と
。
白
鳥
・
藤
田
博
士
（
上
褐
書
）
は
之
を
蒙

　

’
古
語
ｄ
ｊ
ｅ
{
然
り
の
意
｝
の
吾
譚
と
な
す
。
但
、
通
鑑
は
之
を
處
羅

゛
可
汗
と
す
。

員
君
六
年
＾
吐
賀
翼

　

二
年
’
匹
Ｊ

勁
心
設
計
諸
に
芒
ぶ
國
の
合
雰

八
月
、
帝
陰
山
０
北
に
ゆ
き
廣
徳
宮
見
肛
詰
恥
穀

　

一

一
冶
ご
碑
ド
冷
Ｊ
に
次
し
ゝ
全
國
の
兵
三
分
の
一
を
疲
し
≪
>

　
　
　

6
6

戒
蔽
以
て
後
命
を
ま
た
し
め
、
叉
諸
種
０
雑
民
五
千
除
家
を
北

逡
に
徒
し
畜
牧
、
沙
漠
に
至
ら
し
め
、
以
て
柔
然
を
誘
ふ
の
餌

と
す
。

侃
君
九
年
（
吐
賀
賀

　

五
年
・
Ｊ
一
四
）

　

六
月
、
悦
般
國
心
皿
匹
匹
魏
し
使
を
遣
し
、
東
西
よ
り
柔
然

を
う
た
ん
こ
と
を
提
議
す
。
帝
之
を
蔚
き
、
八
月
、
諸
軍
に
詔

し
戒
戴
、
九
月
陰
山
に
ゆ
き
、
十
二
月
、
北
伐
、
臨
淮
王
他
を

前
鋒
と
し
受
降
城
に
至
る
。
柔
拳
↓
宇
、
因
つ
七
糧
を
城
内

に
積
み
、
戌
を
置
き
こ
弩
・
鸚
ぴ
靉
≒
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。
西
域
傅
、
淮
南
王
に
作
る
、
今
、
道
武
七
王
傅
に
よ
り
て
改
む
。

員
君
十
年
（
吐
賀
其

　

六
年
・
禰

　

正
月
ｍ
帝
北
伐
高
涼
王
那
か
東
道
に
出
ミ
略
陽
王
掲
兄

は
西
道
に
出
で
、
帝
及
太
子
ほ
中
道
よ
り
泳
邪
山
に
出
づ
。
可

汗
吐
賀
其
の
別
部
帥
余
綿
他
抜
等
其
部
落
千
饒
家
を
孝
ゐ
て
来

降
。
是
時
軍
行
く
こ
と
数
千
里
、
吐
賀
其
新
に
立
ち
、
恐
惺
遠

遁
す
。
三
月
、
帝
平
城
に
還
る
。

　

九
月
、
帝
北
伐
、
高
涼
王
那
は
東
道
に
出
で
、
略
陽
王
掲
見

は
中
道
に
出
で
、
諸
軍
と
地
弗
池
に
會
せ
ん
こ
と
を
期
す
。
吐

賀
其
、
柔
然
の
精
兵
を
悉
し
、
軍
資
甚
だ
盛
、
那
を
園
む
こ
と

数
十
重
。
那
長
園
を
掘
り
堅
守
相
持
す
る
こ
と
数
日
。
吐
賀
其

屡
々
挑
戦
、
す
な
は
ち
那
の
破
る
所
と
な
る
。
那
の
衆
が
少
く

而
も
固
き
を
以
て
、
大
軍
ま
さ
に
至
０
の
と
疑
ひ
、
園
を
解

い
て
夜
去
る
。
那
、
軍
を
引
い
て
之
を
追
ふ
こ
と
九
日
九
夜
吐

賀
其
益
々
朧
れ
、
帽
重
を
捨
て
、
寫
隆
嶺
を
踏
え
て
遠
遁
す
。

那
、
其
軸
重
を
収
め
、
軍
を
引
い
て
還
る
。
帝
と
廣
潭
に
會

す
。
略
陽
王
謁
兄
は
盗
く
其
人
戸
畜
産
百
除
萬
を
牧
む
。
叔
八

　

是
よ
り
柔
然
衰
弱
、
吐
賀
其
遠
遁
し
、
魏
逡
を
侵
さ
す
。

　

＊
嬬
瞎
傅
高
昌
王
と
な
す
は
誤
、
今
、
碑
元
平
文
諸
帝
子
孫
列
傅
に

　

よ
り
て
改
む
。

賀
君
十
一
年
（
吐
賀
賀

　

七
年
・
受
羅
部
賀
可
汗
予
成
帥
位
元

　

年
゜
四
Ｊ

　
　
　

Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　

二
月
ヽ
可
汗
吐
價
賀
死
ピ
蛛
皿
索
子
予
成
立
で
受
羅
１
　
影

可
汗
と
琥
す
。

　

六
月
ご

攻
め
て
之
を
奪
ふ
。
其
大
帥
車
伊
洛
等
魏
の
焉
畳
鑓
に
奔
る
。

車
伊
洛
傅
・
通

鑑
宋
紀
七

　

七
月
、
宋
、
魏
の
南
鐙
を
攻
む
。
柔
然
、
使
を
宋
に
遣
し
椅

角
を
な
さ
ん
こ
と
を
誓
ふ
ｌ
匹
皿
索

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

九
月
、
魏
帝
軍
を
率
ゐ
て
南
宋
を
Ｉ
つ
。
太
子
晃
直
南
に
屯

　
　

6
7

し
て
柔
然
に
備
ふ
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

〇
員
君
以
来
、
庫
莫
笑
・
契
丹
歳
々
魏
に
朝
貢
せ
ん
と
乞
ひ
、

以
後
太
武
文
成
献
文
０
世
歳
々
名
馬
文
皮
を
致
す
。
皿
『
皿

*
嬬
嬬
傅
、
和
平
五
年
吐
賀
置
死
、
子
予
成
立
と
あ
る
が
、
宋
書
索

虜
桔
に
見
９
る
宋
元
嘉
二
十
七
年
（
打
君
十
一
年
）
に
太
武
帝
が
宋

に
鐙
っ
記
書
に
「
彼
往
日
北
浦
首
首
（
柔
然
）
、
西
結
赫
住
、
蒙
遜
、

吐
谷
渾
、
東
連
馮
弘
、
高
麗
、
几
此
敷
國
我
皆
減
之
、
以
此
両
親
彼

豊
能
伺
立
、
酋
酋
哭
提
以
死
、
其
子
菟
害
曼
（
印
も
吐
賀
曼
）
、
襲

其
凶
廸
、
以
今
年
二
月
復
死
、
我
今
北
征
、
先
除
有
足
之
寇
」
と
あ

っ
て
こ
の
年
二
月
に
吐
賀
釘
が
死
ん
だ
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
肯
予

成
、
通
典
子
成
に
作
る
、
今
、
魏
書
北
史
傅
に
採
る



ぶ)∂

　

’
こ

　

て
満
洲
語
の
Ｈ
ｊ
ｉ
ｌ
ａ
ｋ
ａ
ｎ
.
　
d
j
i
l
ｕ
ｎ
.
　
ｄ
ｓ
i
l
a
t
ｓ
ｕ
ｋ
ａ
　
'
可
憐
の
義
）
、
又
女

　

召
語
の
只
剌
興

　

（
憐
詞
）
、
只
剌
埋

　

（
憐
む
）
等
と
同
語
で
あ
ら
う

　

と
な
し
、
藤
田
博
十
（
上
掲
書
）
は
之
に
反
し
受
羅
は
好
運
天
恵
鵬

　

徳
の
義
を
有
す
る
蒙
古
語
ｒ
一
‘
ｒ
1
で
あ
り
部
侭
は
仁
徳
・
慈
恵
の

　

義
を
有
す
る
蒙
古
語
一
三
Ｆ
で
あ
ら
う
と
し
北
。
但
し
藤
田
博
士
は

　

更
に
一
説
と
し
て
受
羅
部
反
は
乞
に
ｇ
’
な
る
語
尾
、
（
事
物
に

　

用
ゆ
る
蓋
又
は
箱
を
示
す
語
尾
丁
ぞ
附
し
･
Ｈ
　
　
　
ｚ
o
l
ｕ
ｂ
ｔ
i
（
天
恵
を
保

　

有
す
る
も
の
）
の
晋
譚
で
め
っ
た
や
も
知
れ
ず
と
な
し
仁
。

興
安
元
年
＾
予
成

　

三
年
゜
Ｊ
Ｊ

　

十
一
月
、
文
成
帝
の
生
母
問
氏
皿
皿
耶
卒
す
。

　

＊
初
め
世
川
の
世
、
・
柔
然
人
郁
久
閻
晩
魏
に
降
り
河
東
公
に
封
ぜ
ら

　

る
〔
太
安
二
年
王
に
迎
む
〕
。
凹
氏
は
其
妹
に
し
て
少
く
し
て
選
ば

　

れ
て
東
宮
皿
八
如
に
入
り
文
成
を
生
む
〔
関
眺
傅
・
皇
后
列
傅
〕
。

　

皇
后
列
博
に
世
雌
末
年
亮
と
あ
る
は
誂
。
世
餌
の
姐
せ
し
正
平
二
年

　

三
月
と
は
同
年
な
る
も
、
其
教
ヶ
月
後
な
る
興
安
元
年
十
一
月
に
卒

　

せ
し
な
り
。

興
安
二
年
＾
予
成

　

四
年
゜
Ｊ
Ｊ

　

Ｏ
十
二
月
庫
莫
美
・
契
丹
、
魏
に
遣
使
入
貢
。

興
光
元
年
ズ
予
成

　

五
年
’
皿
き

　

○
九
月
庫
莫
美
國
、
魏
に
名
馬
を
献
ず
、
一
角
あ
り
、
競
麟

の
如
し
。

　

｝
一
月
、
北
鎬
の
将
房
杖
は
柔
然
を
撃
。
ち
其
将
豆
渾
輿
句
等

を
虜
し
馬
千
除
匹
を
掻
。

　

是
頃
魏
は
毎
歳
秋
蚕
軍
を
遣
し
、
三
辺
並
出
で
ゝ
柔
然
に
備

へ
春
狗
に
至
っ
て
師
を
班
す
紘
賀
秋
冬
は
柔
然
塞
を
避
け
て
南

下
す
る
を
以
て
な
り

　

ｔ
曼
君
三
年
（
四
四
二
）
之
條
註
參
照
。

太
安
二
年
＾
予
成

　

七
年
’
　
　
一
Ｉ

　

八
月
魏
の
将
尉
脊
伊
吾
を
撃
ち
大
獲
し
て
還
る
ｍ
心
肝
伊
吾
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

柔
然
の
西
域
進
出
の
前
進
基
地
に
し
て
、
尉
脊
は
之
に
痛
打
を

加
へ
し
も
の
と
考
へ
ら
る
。

　
　

泰
常
八
年
（
四
二
三
）
）
反
君
三
年
（
四
四
二
）
參
照
。

　

九
月
河
東
公
閥
睨
、
共
弟
零
陵
公
問
総
並
び
に
爵
を
進
め
ら

れ
て
王
と
な
る
・
作
戚

　
　
　
　
　
　
　
　

１

　

○
十
一
月
囁
哩
昌
國
魏
に
遣
使
朝
貢
、
（
以
後
毎
に
遣
使

貢
献
）
惣

太
安
三
年
（
予
成

　

八
年
‘
Ｊ
Ｊ

　

正
月
フ
ン
族
な
る
粟
特
國
魏
に
遣
使
朝
貢
。
さ
き
に
魏
が
氾

渠
を
亡
せ
る
時
、
姑
威
に
居
て
魏
軍
に

商
人
を
暖
ひ
か
へ
さ
ん
こ
と
を
請
ふ
。

へ
ら
れ
た
る
同
國
の

″
粟
特
國
は
欧
羅
巴
に
侵
入
せ
る
匈
奴
（
フ
ン
）
の
後
裔
が
ク
９
ミ
ア
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牛
島
に
邦
せ
る
も
の
に
し
て
、
粟
特
は
其
Ｓ
ｕ
ｇ
ｄ
ａ
ｋ
　
　
ｔ
＊
る
地
名
を

寫
せ
る
も
の
。
叉
魏
書
西
域
将
に
其
王
忽
傀
と
あ
る
は
、
Ａ
t
i
i
l
a
の

末
子
Ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｋ
の
昔
を
寫
せ
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。

(
Ｐ
ｒ
.
　
　
H
i
r
ｔ
ｈ
｡
　
　
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｗ
ｏ
ｌ
ｇ
ａ
-
Ｈ
ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ

ｕ
ｎ
ｄ
　
H
i
ｕ
ｎ
ｇ
ｌ
ｎ
ｕ
｡

　
　
　

｀

〔
S
i
t
ｚ
ｂ
.
　
ｄ
.
　
Ａ
ｋ
ａ
ｄ
.
　
ｄ
.
　
W
i
　
ｓ
ｓ
.
　
i
n
　
Ｍ
ｉ
ｉ
ｎ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
.
　
p
h
i
l
-
h
i
ｓ
ｔ
.
　
k
l
.
　
１
８
９

９
３
　
;
　
　
　
Ｍ
ｒ
.
　
-
Ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
m
i
l
l
　
ａ
ｎ
ｄ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
H
i
ｕ
ｎ
ｇ
-
ｎ
ｕ
　
Ｌ
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｊ
０
ｕ
ｒ
ｎ
.
０
ｆ

t
ｈ
ｅ
　
Ａ
ｍ
ｅ
r
ｉ
ｃ
ａ
ｎ
　
Ｏ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
t
a
l
　
Ｓ
ｏ
ｃ
.
　
Ｖ
ｏ
ｌ
.
　
Ｘ
Ｘ
Ｘ
.
　
１
９
０
９
１
拙
著
〔
匈

奴
西
移
年
表
、
第
六
節
Ｊ
.
Ｃ
東
洋
史
研
究
ニ
ノ
ー
參
照
〕
。
肯
、
同
國

は
魏
朝
に
こ
の
前
後
に
都
合
九
同
の
入
貢
を
し
て
ゐ
る
。

　
　

太
安
四
年
＾
予
成

　

九
年
゛
Ｊ
Ｊ

　
　
　
　

十
月
文
成
帝
柔
然
を
伐
た
ん
と
欲
し
陰
山
に
至
る
、
寒
雪
に

　
　

遇
ひ
還
ら
ん
と
す
。
太
尉
尉
脊
諌
め
て
曰
く
、
今
大
衆
を
動
し

　
　

て
北
敵
を
威
す
、
都
を
去
る
遠
か
ら
す
し
て
す
な
は
ち
還
ら
ば

　
　

虜
必
ず
我
内
難
あ
り
と
疑
は
ん
、
ま
さ
に
寒
雪
兵
民
努
苦
す
と

　
　

雖
、
進
ま
ざ
る
可
ら
す
と
。
帝
之
に
従
ひ
遂
に
沙
漠
を
渡
る
。

　
　

騎
十
萬
、
車
十
五
匙
輛
、
旅
旗
千
里
・
柔
然
遠
遁
、
其
莫
（
皿
）

　
　

烏
朱
賀
頭
庫
世
順
衆
敵
千
落
を
牟
ゐ
て
降
る
。
乃
ち
車
輪
山
に

　
　

於
て
累
石
功
を
紀
し
て
還
る
・
四
脊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４

　
　
　
　

文
成
帝
、
北
征
の
後
、
意
休
息
に
あ
り
、
柔
然
も
亦
北
遁
、

　
　

敢
て
ま
た
南
侵
せ
す
。

釦

　
　

和
平
元
年
＾
予
成

　

十
一
年
‘
Ｊ
六
゛

　

柔
然
、
高
昌
主
河
西
£
氾
渠
安
周
を
攻
め
組
渠
氏
を
滅
し
、

圓
伯
周
を
高
昌
王
と
す
。
高
昌
の
王
を
稀
す
之
よ
わ
始
ま
ざ
。

高
昌
傅
、
盧
水
胡
温
渠
牧

徒
傅
・
周
書
異
域
傅
下

　

苓
太
延
元
年
。
員
君
三
年
（
四
四
二
）
之
條
參
照
。
無
諦
、
銚
君
五

　

年
死
し
弟
安
周
が
代
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。
柔
然
が
、
西
域
一
帯
に

　

勢
力
を
有
し
て
ゐ
仁
こ
の
胆
渠
氏
を
排
し
包
こ
と
は
、
や
が
て
西
域

　

。
一
帑
が
柔
然
の
勢
力
範
圏
下
に
入
っ
て
来
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

和
平
四
年
＾
予
成

　

十
四
年
’
Ｊ
六
゛

　

六
月
柔
然
、
宋
に
這
使
方
物
を
献
す
匹
皿
四

和
平
五
年
＾
予
成

　

十
五
年
’
［
永
康
元
年
］
■
　
ａ
ハ
）

　

可
汗
予
成
、
年
胱
を
立
て
永
康
元
年
と
稀
ち
。
市
部
南
侵
す
。

秋
七
月
、
魏
ｏ
北
錨
の
游
軍
之
を
大
破
す
。

　

○
同
月
、
帝
河
西
に
幸
し
、
高
車
五
部
相
聚
り
て
天
を
祭
る
。

衆
数
萬
、
走
馬
殺
牲
。
帝
之
に
臨
幸
、
高
車
大
に
欣
悦
す
。
〔
高

車
傅
〕
。

　

＊
　
ａ
ｉ
ｉ
ｉ
傅
に
此
年
吐
賀
其
死
、
・
予
成
立
と
あ
る
の
誤
な
る
は
既
逍
の

　

混
７
り
で
あ
る
〔
露
君
十
一
年
之
條
參
照
〕
。

皇
興
元
年
＾
予
成
ヽ
永
康
四
年
‘
伺
ご

　

○
二
月
、
庫
莫
笑
・
具
・
伏
弗
郁
・
羽
陵
・
日
連
・
匹
黎
・

余
等
東
北
諸
部
族
魏
に
献
使
朝
貢
。

69－



Jθ2

皇
興
二
年
＾
予
成

　

永
康
五
年
゜
哩
ご

　
　

ｆ

　

○
四
月
、
庫
莫
炎
・
契
丹
・
具
・
伏
弗
郁
・
羽
陵
・
日
連
・

匹
黎
・
浙
・
叱
六
手
・
悉
萬
丹
・
阿
大
何
・
羽
員
侯
、
魏
に
入

貢
。

　

初
め
契
丹
の
莫
弗
紀
何
辰
、
魏
に
入
朝
奉
献
、
班
饗
を
諸
國

の
末
席
に
得
、
詞
っ
て
魏
朝
の
美
を
謂
ひ
折
蓼
す
。
於
是
、
具
・

伏
弗
郁
・
悉
萬
丹
部
等
東
北
諸
部
各
其
名
馬
、
文
皮
を
以
て
入

貢
、
遂
に
和
龍
密
雲
の
間
に
於
て
常
に
交
市
す
る
を
許
さ
れ
、

以
後
貢
献
紹
え
す
・
陣
一
丹

　

○
十
二
月
悉
萬
丹
等
諸
部
叉
各
遣
使
魏
に
朝
貢
。

　

″
こ
れ
ら
諸
部
の
名
将
は
、
契
丹
博
に
は
、
悉
萬
丹
部
・
何
大
何

　

部
・
伏
弗
祁
部
・
剥
陵
部
・
日
連
部
・
匹
頚
部
・
黎
部
・
吐
六
于
部

　

と
あ
る
（
澄
史
亦
こ
れ
に
採
っ
て
是
等
を
契
丹
の
古
八
部
と
し
て
ゐ

　

る
）
に
反
し
、
同
勿
吉
傅
に
は
具
佛
伏
國
匹
黎
ぷ
國
狼
大
何
國
祁
羽

　

陵
國
剥
れ
位
國
と
あ
っ
て
、
既
に
魏
書
（
乃
至
北
史
）
編
纂
者
も
反

　

の
族
名
を
知
ら
す
、
原
史
料
に
連
１
　
さ
れ
仁
諸
部
名
を
任
意
勝
手
に

　

想
像
を
以
て
切
り
っ
ぎ
し
て
ゐ
る
こ
と
が
解
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
部

　

族
名
の
前
の
頌
み
方
は
不
明
で
あ
る
が
叙
り
に
斯
様
に
切
っ
て
置
い

　

北
。
尤
も
匹
黎
部
と
あ
る
の
は
、
大
檀
の
弟
で
東
部
を
領
し
て
ゐ
た

　

匹
黎
と
建
闘
あ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
様
に
、
（
紳
殤
二
年
四
二
九
參

　

照
）
肯
若
干
考
察
に
よ
っ
て
之
を
明
か
に
し
得
る
も
の
も
な
い
で
は

｀

　

な
い
が
茲
で
は
鯛
れ
ぬ
。

皇
興
三
年
＾
予
成

　

永
康
六
年
゛
四
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九

　

二
月
柔
然
・
庫
莫
炎
・
契
丹
・
朝
貢
。
七
月
柔
然
國
叉
遣
使

朝
貢
。

皇
興
四
年
（
予
成

　

永
康
七
年
・
Ｊ
七
）

　

○
二
月
、
庫
莫
炎
・
契
丹
遣
使
朝
貢
。

　

八
月
柔
然
、
唖
を
侵
す
、
倚
書
右
僕
射
元
目
辰
談
話
雙

曰
く
「
若
し
車
駕
親
行
せ
ば
、
恐
ら
く
は
京
師
危
㈲
甘
ん
、
持

重
固
守
に
如
か
ず
。
虜
、
懸
軍
深
入
せ
ば
糧
の
福
運
な
く
、
自

退
久
し
か
ら
じ
。
将
を
造
し
追
撃
せ
ば
之
を
破
ら
ん
こ
と
必
せ

り
」
と
。
給
事
中
張
白
洋
曰
く
「
若
し
彗
輿
親
動
せ
ば
賊
必
ず

廳
を
望
ん
で
崩
散
せ
ん
、
な
ん
ぞ
４
　
兵
を
抑
挫
し
、
坐
し
て
敵
を

縦
に
す
べ
き
」
と
。
帝
之
に
従
ふ
。
即
ち
京
兆
王
子
推
・
東
陽

公
元
不
一
は
諸
軍
を
督
し
て
西
道
に
出
で
、
任
城
王
雲
等
は
軍
を

督
し
て
東
道
に
出
で
、
汝
陰
王
賜
、
旅
南
公
羅
島
抜
は
軍
を
督

し
て
前
鋒
と
な
り
、
朧
西
王
源
賀
は
諸
軍
を
督
し
て
後
贈
た
り
。

諸
将
、
帝
と
女
水
の
壇
に
會
す
。
帝
親
し
く
衆
に
誓
ひ
諸
将
に

詔
し
て
曰
く
、
「
用
兵
は
奇
に
在
り
て
衆
に
在
ら
歩
、
卿
等
股
の

篤
に
力
戦
せ
よ
、
方
略
す
で
に
朕
が
心
に
在
り
」
と
。
乃
ち
精

兵
五
千
人
を
選
び
戦
を
挑
み
、
多
く
奇
兵
を
設
け
以
て
之
を
惑

す
。
柔
然
の
衆
奔
潰
、
北
ぐ
る
を
逐
ふ
こ
と
三
十
除
里
、
斬
首
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五
萬
級
降
者
萬
齢
人
。
戎
馬
器
械
は
あ
げ
て
敷
ふ
べ
か
ら
す
。

十
九
日
に
し
て
往
返
す
六
千
餓
里
な
ひ
。
女
水
を
改
め
て
武
川

と
な
す
・
武
川
釦
に
於
て
此
行
に
従
ひ
た
る
學
者
高
允
は
「
北
。

伐
頌
」
を
上
る
。
帝
覧
て
善
し
と
な
し
、
遂
に
石
に
刊
し
て
功

嘉
せ
り
・
詰
皿
い
岨
謔
柔
然
の
降
者
を
高
９
　
薄
骨
律
錨

に
置
く
暢
椿

　
　
　

傅

　

是
頃
、
柔
然
は
焉
１
　
、
都
善
・
楡
茲
・
姑
墨
０
西
域
諸
國
を

役
腸
せ
る
が
醵
皿
皿
皿
是
歳
、
更
に
于
閲
に
寇
す
。
于
閲
之
を

。
患
ひ
、
。
使
者
素
目
伽
を
魏
に
逡
し
上
表
し
て
曰
く
「
西
方
諸
國
、

今
皆
す
で
に
嬬
嬬
に
場
す
。
奴
、
世
々
大
國
を
奉
じ
、
今
に
至

る
も
異
る
無
し
。
ヽ
今
嬬
嬬
の
軍
馬
城
下
に
到
る
。
奴
、
聚
兵
自

固
す
、
故
に
遣
使
奉
献
し
、
救
援
を
延
望
す
」
と
。
献
文
帝
公

卿
に
之
を
議
せ
し
む
。
公
卿
奏
し
て
日
く
、
「
于
閲
京
師
を
去
る

こ
と
幾
萬
里
。
嬬
嬬
の
性
野
掠
に
習
ひ
て
攻
城
に
よ
か
ら
挙
。

も
し
拒
ぐ
所
あ
ら
ば
、
ま
さ
に
已
に
か
へ
り
し
な
ら
ん
、
師
を

遣
ら
ん
と
欲
す
る
、
勢
及
ぶ
所
無
し
」
と
。
帝
、
議
を
以
て
使

者
に
示
し
、
且
詔
し
て
一
二
歳
０
間
、
親
し
く
柔
然
を
う
つ
て

于
閲
の
患
を
除
く
べ
し
と
約
す
ｌ
四
域

　
　

＊
北
伐
頌
、
嬬
嬬
傅
北
征
頌
に
作
る
、
今
、
高
允
傅
に
従
ふ
。
其
詞

　
　

に
曰
く
「
皇
矣
上
天
降
壇
惟
徳
脊
命
有
魏
照
臨
萬
國
豊
化
ぷ
一
融
王
猷

　
　

允
塞
静
乱
以
威
穆
民
以
則
北
浦
薔
隷
泰
政
在
蕃

　

閃
時
逃
命
北
韓
世

　
　

襲
凶
軌
背
忠
食
言
招
亡
聚
盗
醜
類
賞
繁
敢
串
犬
羊
圖
縦
犯
鰍
乃
詔
訓

　

‘
師
興
戈
北
伐
躍
馬
襄
糧
星
馳
電
登
撲
討
虔
劉
肆
陳
斧
戴
斧
鍼
暫
陳
鼓

　
　

剪
映
放
積
骸
填
谷
流
血
成
浦
元
凶
狐
奔
賀
息
窮
塹
爪
牙
既
擢
腹
心
亦

　
　

阻
周
之
忠
厚
存
及
行
荒
翼
翼
聖
明
有
翁
斯
美
深
被
京
観
垂
此
仁
旨
封

　
　

戸
野
獲
恵
加
生
死
生
死
蒙
恵
人
欣
覆
育
理
貫
幽
冥
深
漸
殊
域
物
婦
其

　
　

誠
紳
猷
其
禧
１
　
油
斯
懐
無
思
不
服
古
稀
善
兵
歴
時
始
捷
今
也
用
師
辰
ヽ

　
　

不
及
浹
六
軍
克
合
萬
邦
以
協
義
著
春
秋
功
銘
玉
牒
載
興
頌
馨
播
之
末

　
　

葉
」
〔
高
允
傅
〕

　
　

″
″
于
間
即
ち
和
則
地
方
に
迄
も
柔
然
の
攻
撃
力
が
及
ん
だ
の
で
あ

　
　

る
か
ら
、
常
時
に
於
け
る
柔
然
の
タ
リ
ム
地
方
亥
配
の
張
力
で
あ
つ

　
　

記
こ
と
は
、
此
の
上
表
の
云
つ
て
ゐ
る
通
ｉ
’
で
あ
つ
仁
と
思
は
れ

延
興
元
年
＾
予
成

　

永
康
八
年
’
Ｊ
Ｊ

　

○
四
月
西
部
勅
勒
二
心
）
叛
す
。
（
初
め
殿
中
倚
書
胡
莫
京
、
西

部
勅
勒
の
豪
富
装
丁
者
を
簡
み
て
殿
中
武
士
と
な
す
、
而
し
て

大
い
に
財
貨
を
納
め
て
簡
選
公
平
な
ら
す
、
衆
怒
っ
て
莫
寒
及

び
高
平
叙
鎬
将
炎
陵
を
殺
し
遂
に
叛
す
）
。
帝
、
汝
陰
王
。
天
賜
・

給
事
中
１
　
雲
に
詔
し
て
之
を
う
た
し
む
。
前
鋒
の
勅
勒
詐
り
降

る
。
雲
党
ら
す
、
遂
に
勅
勒
の
軽
騎
散
千
の
襲
殺
す
る
所
と
な

る
。
死
者
十
に
五
六
。
天
賜
僅
に
逃
る
。
皿
四
Ｅ
に
匹
囃

　

○
十
月
。
魏
の
河
西
勅
勒
叛
す
。
太
尉
源
賀
之
を
う
ち
、
二
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４

　

千
節
落
を
降
し
、
節
宮
郁
朱
于
等
を
追
撃
し
て
、
抱
旱
に
至
り
、

昶

　

大
い
に
之
を
破
る
゜
斬
首
五
千
節
紛
｀
男
女
萬
除
口
雑
１
　
三
萬

　
　

節
頭
を
獲
。
ま
た
統
萬
上
邦
高
子
三
錨
の
叛
勅
勒
を
追
ひ
金
城

に
至
り
斬
首
三
千
級
。
魏
、
残
密
を
認
定
相
三
州
に
徒
し
て
管

八
端
・
問
麟
叩
子
・
悶

　

″
高
川
紀
、
三
萬
徐
級
と
せ
る
は
誤
か
。
通
鑑
が
之
を
八
千
級
と
し

　

て
ゐ
る
の
は
金
城
に
於
け
る
り
と
通
算
せ
し
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
勅
勒
は
何
れ
も
太
祀
・
世
似
時
代
に
魏
に
降
っ
た
高
車
の

　

裔
に
外
な
ら
な
い
ｏ

延
興
二
年
＾
予
成

　

永
康
九
年
゛
Ｊ
七
゛

　

ｏ
ｍ
月
統
萬
知
胡
民
傾
和
昌
相
率
台
北
叛
・
寧
南
将

軍
交
趾
公
韓
抜
等
之
を
追
滅
す
ら
］
Ｊ

　

二
月
、
柔
然
魏
を
侵
す
。
献
文
帝
、
将
を
這
し
之
を
う
つ
。

柔
然
遁
走
。
其
闘
帥
阿
大
千
、
十
除
落
を
牢
ゐ
て
魏
に
降
る
。

東
部
勅
勒
、
魏
よ
り
畔
き
柔
然
に
奔
る
。
帝
之
を
追
ひ
石
債
に

至
る
。
及
ば
す
し
て
還
る
。

　

○
三
月
連
川
勅
勒
叛
を
謀
る
。
青
徐
斉
充
四
州
に
徒
配
し
て

瞥
戸
と
な
す
。

　

閏
六
月
柔
然
部
帥
尤
直
答
二
萬
騎
を
’
率
ゐ
塞
を
越
え
て
敦
煌

錨
を
削
む
、
備
将
尉
多
侯
之
を
撃
走
す
。
又
晋
昌
に
寇
す
。
守

将
藤
奴
之
を
撃
走
す
。
後
、
尉
多
侯
南
山
に
歎
す
、
柔
然
そ
Ｏ

部
帥
度
抜
を
遣
し
敦
煌
を
園
み
多
侯
の
諮
路
を
断
っ
。
多
侯
園

を
衝
い
て
鎖
に
入
り
、
遂
に
衆
を
孝
ゐ
て
出
戦
大
い
に
之
を
破

り
追
北
敷
÷
里
斬
首
千
胎
級
。
多
侯
因
っ
て
上
疏
し
、
伊
吾
を

取
っ
て
、
柔
然
が
西
域
に
通
す
る
の
路
を
断
ん
こ
と
を
請
ふ
。

事
行
は
れ
挙
。
四
万

　

八
月
、
百
済
遣
使
上
表
し
て
、
高
麗
を
う
た
ん
こ
と
請
ひ
、

高
麗
王
漣
が
南
、
劉
宋
に
通
じ
、
北
、
柔
然
と
約
し
て
共
に
相

唇
歯
し
て
魏
に
反
抗
せ
ん
と
し
居
る
こ
-
ｕ
を
告
ぐ
四
済

　

○
地
豆
于
、
庫
莫
炎
遣
使
朝
献
玄
。
地
豆
于
、
以
後
太
和
六

　　

年
十

　

に
月

　

至

　

｀

　

る
柔

　

ま

然で

魏貢

を

　

使

侵絶

し

　

え
五す

原

　

゜

に于地

至傅豆

る
、
十
一
月
、
献
文
帝
之

を
親
討
し
ま
さ
に
沙
漠
を
渡
ら
ん
と
す
。
柔
然
北
走
敷
千
里
、

追
ふ
べ
か
ら
す
、
乃
ち
止
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
未

　

完
〕
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